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た者の職氏名 
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条例について 
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一部を改正する条例について 

12 議案第５７号 おいらせ町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条
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町 長 提 出 

議 案 の 題 目 

24 議案第６９号 令和５年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について 

25 議案第７０号 令和５年度おいらせ町病院事業会計補正予算（第３号）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 員 提 出 

議 案 の 題 目 

１ 委員会の閉会中の継続調査申出について（議会運営委員会） 

 

 

 

 

 

開 議 午前１０時０１分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

１１番   平野   敏彦 議員 

 

１２番   楢山    忠 議員 

 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（佐々木拓仁君） 

 

 おはようございます。 

議場内の皆様にお願い申し上げます。 

 議場内では携帯電話等の電源を切るか、マナーモードに設定くだ

さるようお願いいたします。 

 議会開会前に、一般質問について若干ご説明申し上げます。 

 本日は４人の一般質問が予定されております。 

 質問時間は６０分以内としております。時間制限の５分前には次

のように呼び鈴を鳴らします。また、６０分に達しますと次のよう
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にベルを鳴らします。このベルが鳴りましたら、速やかに質問を終

了願います。 

 それでは、修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。ご着席ください。 

 

会議成立 

開会宣言 

松林議長 ただいまの出席議員数は１５人です。また、１５番、吉村敏文議

員、若干おくれてくるとの連絡が入っております。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

  （開会時刻 午前１０時０１分） 

 

議事日程報告 松林議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 一般質問は、通告書により順に発言し、発言は簡明とし、「議題外

にわたり範囲を超えてはならない」とされておりますので、改めて

お知らせいたします。 

 

一般質問 松林議長  日程第１、一般質問を行います。 

 抽選順に発言を許します。 

 １席１１番、平野敏彦議員の一般質問を許します。 

 １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 おはようございます。令和５年第４回おいらせ町議会定例会に当

たり、議長のお許しを得て、１１番、平野敏彦が通告に従いまして、

１問１答方式により一般質問させていただきます。 

 今、安倍派パーティー問題が表面化し、連日のようにマスコミで

報道されております。岸田首相は、国民の信頼が揺らいでおり、深刻

に受け止めると話しておりますが、裏金システムの解明と真実を国

民に示して、政治不信の解消に努めてほしいと思います。 

 師走に入り、今年も残すところ、あとわずかとなりました。新型コ

ロナが収束したものの、ウクライナ戦争等による影響で、日本の経

済は物価上昇が続いており、併せて猛暑により第一次産業の活力が

低下し、雇用確保や今後の後継者対策など、大きな影響を残す結果

となっております。 

 町長には、おいらせ町民が安心・安全で住んでよかったと思える

町政運営がされますようご期待申し上げまして、通告いたしました
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一般質問について、質問と提案をさせていただきます。町長の所見

をお伺いいたします。 

第１点目であります。おいらせ町の漁業振興策についてでありま

す。当町の漁業の形態は、小型漁船のホッキ貝漁業、鮭・鱒小型定置

網漁業、カレイ・ヒラメの刺し網漁業、シラウオ刺し網漁業が主体と

なっております。 

年度別の水揚げの推移を見ても、年々減少傾向になっていること

が示されております。特に小型定置網漁は、平成２９年以降減少し

ており、対策は急務であります。町の現状認識についてお伺いいた

します。 

 

 松林議長 町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 １席１１番、平野敏彦議員のご質問にお答えします。 

当町漁業の水揚げ高の７割以上を占め、主力となっていた鮭・鱒

小型定置網による水揚げ量は、平成３０年度をピークに年々減少し、

令和４年度にはピーク時の３割以下となっており、令和５年度はさ

らに減少傾向が継続していく現状であります。 

これは、地球温暖化による海水温の上昇によるものと言われてお

り、海水温の高い海域の河川に鮭が戻ってこないことが原因と認識

をしております。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 今、答弁があったように、小型定置網にあっては、令和４年度で、

２９年の最盛期と比較して約３０％、非常に、この質問の原稿見て

も分かるように、年々減ってきているということです。３０％と言

いますと、果たして普通の商売だったら、成り立っていくのかなと

いうことで心配をしております。 

 この資源確保対策としては、おいらせ町だけでは取り組める問題

ではないなと思っております。そういう意味では、この北浜海域の

三沢市・八戸・階上、そしてまた六ヶ所、沿岸の町村と連携をとりな

がら、県に働きかけをするなり、いろんな方法、手だてをすることは

大事だと思うんですけれども、この辺について、町長の考え方を確
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認したいと思います。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 平野議員、これも（２）にも関連してきているんですけれど、それ

でもよろしいですか。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 はい。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ということで、議長、先ほど再質問に関しましては、もう（２）の

答弁でお答えしたいと思いますんで、ご了承ください。 

 

 松林議長  はい。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、お答えします。 

百石町漁協からは、鮭の遡上が昨年よりさらに悪いとの情報を聞

いております。定置網漁の事業継続に対する支援についての相談は

まだ受けてはおりません。 

今後も鮭・鱒定置網漁を継続するには、鮭が以前のように戻って

くるような環境になることが一番だと思いますが、地球温暖化はす

ぐに解決できない世界的な自然環境の改善になりますので、今でき

る対策としては、奥入瀬川への鮭の稚魚放流事業を継続して、鮭の

回帰率を高めることだと思っております。 

そのためには、青森県が稚魚放流事業を委託している県内の鮭・

鱒増殖漁協が運営するふ化養殖施設が存続する必要があることか

ら、県委託事業継続をするための支援を、全県的な取り組みとして

働きかける必要があるとは思っております。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 ありがとうございます。 

 （２）にも関わっていますんで、全体的にみんな関連がありますか

ら、そういう意味では、それでは（２）で質問させていただきます。 
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 現在小型定置網漁は３カ統ありまして、９月から１２月末まで操

業しております。１０月末の鮭の水揚げ額が１，２９３尾、３，３８

３キログラムで、水揚げ金額は３５２万４，０００円となっており、

全く今町長が言ったように、危機的な状況になっております。 

今後の、来年以降の操業継続について、町と漁協で青森県に事業

継続の支援を働きかける考え、今町長が言っていますけれども、漁

協とまだ話がどういう、条件整っていないというようなことの答弁

ですけれども、これからそういう考えがあるのか。漁協と話し合い

をして対策、温暖化だけでなくて、もっと違う方策、そういうものも

取る考えがあるのか。この辺、お聞かせいただきたいと思います。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 平野議員の答弁と質問に少し行き違いがあるようです。実は先日、

１１月２７日、県知事に重点要望ということで、上北郡の十和田市・

三沢市を初め、郡の首長たち、横浜と七戸が関わらないのかな。そう

いう部分で要望してまいりました。 

 その中で我が町の、ちょっと話がそれてごめんなさい。我が町の

重点要望としては、ケアマネジャーが不足しているし、試験するに

も大変難しいということを重点的に要望しました。 

 そして、この鮭・鱒に関しましては、先ほども言いました七戸・横

浜を除く郡の首長たちの代表として、十和田市の市長から要望が出

ました。その中におきまして、鮭はもう壊滅な状況だから、何とかし

てほしいという要望をしましたら、知事は９月の定例会で、鮭の稚

魚に対する部分で予算をつけている。その中におきまして、北海道

から親魚、それからふ化と言うんですか。受精させた卵、そういうの

も導入するつもりだというような話で、確認したところ、十和田の

鮭・鱒の組合長はもう行って、もらってきたと。そして、それは自分

たちだけでなく、県内全体で分配しました。数は平等ではないけど

も、鮭の水揚げ高と言うんですか。そういう部分で、案分して分けま

したということでありまして、知事の答弁はちゃんと実行されたな

と思っていました。 

 また知事は、その中におきまして、こういう話もしまして、継続的

な鮭の不漁に関しましては、今、緊急的に、今年・去年・来年という

短期的なものでなく、継続的な部分で２つの考えで対策しなければ
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ならないという部分で、それに関しては、今後のことに関しては、予

算の張り付けと言うんですか。それから対策等も、今後も継続して

考えているんでという答弁と言うんですか。お答えがあったんで、

そういうことで十和田の市長も我々も安心してきたということで、

今、平野議員が言った百石漁協とおいらせ町だけで県知事に言って

も、同じような内容だと思うんで、とりあえず今はやらなくてもい

いんではないのかなというのが私の考えです。 

 以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 １１月２７日の上北郡の町村会と知事との懇談については、私も

新聞見ていまして、なるほどという感じを受けました。 

この前の新聞等見ても、核燃税が県で上積みをすると。その使途

については、地域の安定対策として、農林水産の振興などを含め、幅

広く支援をするんだという知事の考えでありますので、今、町長か

ら答弁があった、これからも継続的に県は応援してくよということ

の確認だったと私、思いますけれども、そういう意味では、鮭の回帰

するのは、今年やっても４年先でないと、その効果が見られません。

そういう意味では、少なくとも、これからも機会あるごとに、町長か

らは県に事業継続の働きかけをお願いしたいし、また町村会挙げて、

取り組んでいただきたいと思います。 

それでは、３点目に入らせていただきます。 

９月定例会で、鮭ふ化施設支援対策給付金２００万円、奥入瀬川

鮭鱒増殖漁協に補助されることが決定しております。町長はこの漁

協と町との長い関わりを大切に思い、鮭の捕獲数が激減している現

状に心を痛め、支援されたことを高く評価するものです。 

鮭の捕獲尾数の減少対策として、百石町漁協では平成２８年から、

奥入瀬川鮭鱒増殖漁協に毎年５００尾以上の親魚、親の鮭ですけれ

ども、令和４年までに４，７６４尾提供しております。奥入瀬川鮭鱒

増殖漁協への支援継続は、今後、町の定置網漁業にとって大変大き

な問題であり、私は継続が大変重要であると思っております。さっ

きも町長が言っていますけれども、これは継続してやらなければ駄

目だという考えですので、いま一度、答弁をお願いします。 
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 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。答弁書には、とりあえず出来上がっていますんで、

一通り読んでから、また答弁してから、改めて答弁したいと思いま

す。お答えします。 

今回の奥入瀬川鮭鱒増殖漁協への支援は、これまでの町活性化事

業への長年にわたる協力と稚魚放流事業継続が、将来的に町漁業者

への間接的支援につながることから、国の物価高騰対策事業を活用

して、ふ化増殖施設の電気料金の高騰分を援助したものであります。 

ふ化増殖施設は、鮭の稚魚放流を通じて鮭の回帰率を高め、沿岸

漁業者の振興にも寄与することから、本来であれば、県の取り組み

として支援すべきと思いますが、当町だけがこのような支援を行う

ことにしましたし、またこの支援は今回限りで、あとは県にお任せ

したなという思いでおります。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 私は、今まで町との関わりというのは、今、町長が言ったように、

町の活性化のためにいろんな、鮭まつりのときに、長年にわたって

協力体制ができてきたということへの感謝の気持ちと、基本的に、

この２００万円の助成金の基本というのは、電気料金高騰等による

施設運営に助成したんだよということですけれども、私はこの補助

金だけで、おいらせが先にマスコミにぱっと出た。それによって、組

合がある十和田市とか、そういう形でも、いろんな意味で、効果をも

たらしたんではないかと、私は理解しているわけですよ。 

 今の町長の答弁ですと、５年度限りですよ。あとは県に働きかけ

していったらどうかというような考えですけれども、私はこの鮭の

ふ化場が継続しないと、うちの定置網漁というのは、もう私は３カ

統から１カ統になるか。継続できないと思いますよ。資金的な部分

もありますし、定置網の運営についても、最低乗組員が１０人ぐら

いが必要なわけですよ、交代で行っているわけですから。そういう

ものの経費的な負担、そういうものができなくなりますので、やは

り行政としても、鮭鱒増殖漁協だけの問題でなくて、町の定置、鮭鱒

の漁業者の救済も併せて、町長にはいま一度検討してもらって、こ
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の増殖組合への継続、金額的なものは別としても、町が、行政が、お

いらせ町が支援するんだよというものが十和田市・六戸、いろんな

部分に波及を与えると思いますんで、この辺、町長の考えお聞かせ

いただきたいと思います。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 まずもって、この鮭資源に関しましては、旧下田町も、ここに鮭の

やな場があったということで、日本一の鮭まつりといううたい文句

のもと、３５回ぐらいですか。継続してきました。 

 しかしながら、全く漁業者、あるいは漁業者というのは十和田・奥

入瀬ですね、失礼しました。鮭鱒増殖ですか。漁協さんと百石漁協さ

んで、鮭が上がらないで、まつりに鮭を提供できませんということ

で、旧下田町から続いていた鮭まつりを中止せざるを得なくなった。

中止と言うんですか、止めざるを得なくなったということで、また

鮭がとれないということは、先ほど平野議員がおっしゃったように、

百石漁協さんでも、全く経費にもならないという部分で、大変苦慮

していることと思います。 

また先ほど言いました支援金に関しましても、十和田・六戸・おい

らせに要請したんですけれども、十和田市さん、いくら増殖組合が、

漁協があっても出してもらえない。六戸さんももちろん出さない。

しからば我が町もといったとき、私はやはり先ほども言いました鮭

まつりの部分、あるいは漁協の水揚げの部分で、どうしてもおいら

せ町は、他の２市町とは立場も違うし、考え方も違っていいよな。だ

から出そうなということで、少ない２００万円であったけれども、

出したといういきさつがあります。 

そして今、平野議員がこれからも継続してという話でありますん

で、それは今後の推移を見ながら考えますけども、とりあえず、先日

県知事に要望して、県知事もそういう部分で対策を講じるという話

をしてくれたんで、これは十和田・六戸、あるいはまたおいらせも含

めて、そういう支援の体制ができれば一番いいんですけれども、そ

こまで予算の確保、あるいはいろんな部分で対策はどうなるかは別

としまして、これからも機会あれば、六戸さん、十和田市さんとも、

広域の関係で首長の集まりがありますんで、そういう部分では話は
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してみますし、また我が町でも財政とも、あるいは担当課とも相談

しながら、平野議員の要望に応えられるかどうかは別として、検討

はしなければと考えておりますんで、よろしくご理解してくださる

ようお願いします。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 ありがとうございます。 

 町長が広域議会にも出席したときに、町の趣旨、そういうものを

説明し、そしてまた県知事にも働きかけをするということですから、

私はやっぱり金額的な多寡はあれ、やはりおいらせ町がこの分支援

しているよというものを示していただければ、今言っている答弁の

内容がさらに深みを増すし、広域でも、やはりおいらせ町、漁協抱え

ている分違うなという、十和田市とかそういうのにも影響与えると

思いますので、これからの町長の働きかけに期待をして、次の質問

に入らせていただきます。 

 第２点目に入らせていただきます。第２点目は無縁墓についてで

あります。公営墓地を運営する市町村の５８％は、管理する親族ら

がいなくなった無縁墓を抱えていることが、総務省行政評価局の実

態調査で公表されました。おいらせ町の墓地条例と霊園条例にある

墓地と町内会にある墓地の実態と管理についてお伺いいたします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

おいらせ町墓地条例の墓地については、二川目・堀切川・横道の３

カ所の墓地が対象となります。町の土地をそれぞれの共同墓地とし

て無償で使用させるために協定を締結して、管理運営は地元町内会 

に委託しています。おいらせ町霊園条例の墓地については、町で整

備した霊園を町が直接管理運営を行っています。それ以外の多くの

墓地は、町内会や法人等で管理運営しています。 

なお、無縁墓については、当町の霊園においては管理料の滞納も

なく、雑草が繁茂して荒廃しているような区画もない状況から、今

のところないものと認識しています。 
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以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 今、答弁があったように、条例で定めているのは、二川目・堀切

川・横道、これについては、もともと町内会が所有していて、町内会

長が交代するたびに、財産の登記をしなければ駄目だと。代わるこ

とによって、登記のし直しをすることで、毎年回数、たしか１０万円

以上の負担を町内会がしてきたわけですよ。２年、３年、５年とかっ

て代わるたびにやっていくと、財政的にも町内会の負担が大変だと

いうことで、じゃあ、町に寄附してやったらどうだという話があっ

たときに、ちょうど地縁団体等の話があって、これだと財産はその

まま町内会継続で持っていけるということで、地縁団体に、二川目

の場合は申請をして、町に寄附したのがそういう形で、多分、堀切

川・横道も同じ扱いだったと思います。 

 ですから、もともと町の土地でなくて、町内会が持っていたのを

町に寄附したというような経過がありますので、ここのところは、

いま一度確認をしていただきたいなと思います。 

それと、あと無縁墓がないというのは、これは町の霊園だという

ことで町長が答弁していますけれども、私は町内会長から確認して

みたんですけれども、いろんな形で連絡がつかないのがありますよ。

私は、町が管理している町営霊園だけでない。町内会で管理してい

るから、町は関わりがなくてもいいんだという考え方では、ちょっ

と私、理解するのができないんですよ。 

というのは、なぜかというと、町が埋葬許可とか、そういうのを与

えているわけですよね、申請があって。そういうときに、全然基本に

なっている部分を把握していなくもていいのかという思いがあるん

ですけれども、全町内、地縁団体となっているのか。なっていないの

か。なっていないのがどのぐらいあるのか。それから宗教法人、お寺

で管理する墓地がどのぐらいの数で、お寺では無縁墓を抱えている

のか、いないのか。おいらせ町の世帯数が一万八百いくらあるわけ

ですが、この辺の把握というのはどうなっているんですか。ここを

確認したいと思います。 

 

 松林議長  町民課長。 
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答弁 町民課長 

（松山公士君） 

 平野議員の質問にお答えいたします。 

 まず、町に寄附している経緯についてですが、確認したところ、確

かに個人から、町内会長名義から町に、旧百石町の時代に、昭和５４

年当時、寄附されているということでございます。 

 それによって、町としては、やはり町の町有財産、墓地として無償

で貸与するに当たって、条例がないといけないということから、こ

の条例をつくって、町の条例、この３カ所と、あとは唯円寺もあった

んですが、この４カ所で当初対象として、無償で貸与するというこ

とでつくって、協定書において委託できるという規定があったので、

協定書により、管理は従前どおり、町内会で管理してくださいとい

うことで、土地を寄附を受けて無償で貸与するための経緯で、それ

はつくられたのではないかと考えております。 

 あと、２つ目の質問で、地縁団体の部分でございますが、墓地経営

の調査一覧表ということで、こちらも把握している分はございます

が、ただ、土地の部分で、地縁団体かどうかということまでは把握し

ておりません。 

 あと、お寺の方の無縁仏の関係ですが、それについては、永代供養

塔設置しているお寺がございまして、３カ所ございました。その中

で、無縁仏もあるということで聞いておりまして、その部分は把握

しておりますが、その詳細についてまでは把握しておりません。 

 これまで墓地行政については、国の法律が戦後間もない昭和２３

年ということで、今もう７６年ほど経過しております。その間、都道

府県知事が許可権者であったんですが、今はそういう権限移譲もさ

れて、市町村が自治事務としてやっているというところでございま

して、そのまま町内会等で規約等をつくって、管理しているものと

思っております。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 ほとんど簡単に言えば、掌握はされていないという実態ではない

かと思います。今、マスコミ等で出て、私も確認して、課長の答弁と

いうのは、それ以上の期待はできないなと思っておりますけれども、

ただ、これまでずっとこの墓地というのは続いてきているわけです
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けれども、町内会長の声を聞いたら、大変だというわけですよ、管理

するの。町内会長として墓地管理、町からこの管理が依頼されてい

る部分というのは、明確にこうこうこういうもので、こうお願いし

ますよということが示されていない、曖昧だということ。それから、

町内会長は代わるわけですから、申し送りがほとんど、こういうも

ので、こういう課題がある。この人はもういないよ。そう掌握された

ものの届け出、そういうのも何もない。ただ会長が代われば、事務

局、そういうものが変わるだけで、このままでいけば、もう収拾がつ

かなくなるよということです。ですから、この点も課長もう１回確

認しておいてください。 

 それから、埋葬届を出すんだけど、その墓地ごとのデータ管理と

いうのはちゃんとされているのか。ただ来れば、町内会長が埋めて

もいいよという、業者にやって、それで処理しているのか。この辺も

町内会長とすれば、非常に大きな問題だし、悩みだということ。 

 あと１つは、墓地があるけど、町内に在住しているかいないかの

確認が、できないのが結構ある。昔は、例えば町民課長が本家だと、

分家の部分というのは、ある程度本家から聞けば把握できたんだけ

れど、今、本家の墓地を継ぐ人もいない時代になってきていると。一

族の取りまとめをする母体が崩れてきている関係で、非常に確認す

る部分ができない。管理費を徴収するんだけど、そのときの住所・氏

名・連絡先、そういうものさえもちゃんとした台帳がないというこ

とで、私は町として、少なくても町長名で埋葬許可とか、そういうも

のを出している関係もあるし、これからいろんな形で管理運営する

ために、町内会長そういうものの任務というのは、非常負担が大き

くなってきて、これだともう町内会長やりたくないという人がいっ

ぱい出てくると思いますよ。 

 そういうことからいったら、今のままでいいのか。私が今言った

問題点を整理して対応する考えがあるのか。もう１回お伺いします。 

 

 松林議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（松山公士君） 

 それでは、お答えします。 

 １点目は、町内会長が大変であると。町内会が大変であるという

ことで、その基準となるようなものが曖昧であるというようなお話

で、申し送り等も代が変わると大変だという状況については、これ
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まで当課の町民課にはそういったご相談はなかったと聞いておるん

ですが、それぞれ運営管理している町内会でいろいろやっていて、

ただ、今、平野議員のお話聞く限り、やはりいろいろ困っているんだ

なということを認識しております。 

 新聞に載った、総務省行政評価局で調査した公営墓地における無

縁墳墓の調査、その中にもやはり公営墓地でなくて、町内会とかの

集落の墓地についても、そういう状況にあって、高齢化も進んでい

て、墓じまいとかそういう少子高齢化の影響もあって、あとは祭祀

に関する社会的な状況も変化しておるということで、いろいろ大変

で、それが今度自治体に、もしかしたらお願いということがあるの

かなということも書いております。そういったことは十分認識して

おりますので、今後ご相談いただいた部分で対応していきたいと考

えておりました。 

 あと２点目についてですが、埋葬・火葬許可、もちろん町民課で出

しております。ただ、墓地ごとにどうだということは、集計はしてお

りません。 

 あと３点目が、墓地の所有者、使用者が町内に住んでいるかどう

かの把握が難しいというところでいきますと、この今の総務省の報

告書を見ると、自治体としては戸籍謄本をとったりとか、そういっ

た形で縁故者を探すということをまずするということでございまし

て、今時点でも無縁墓対策として、今時点で親族以外の方、代理人と

かも含めて、兄弟等も含めて、連絡先等を把握しておいて、いざ管理

が行き届かなかったり、管理料が未納になった場合には、そういう

方に連絡して対応しているというようなことも、この報告書には書

かれておりまして、今後、霊園においても、町内の墓地においても、

そういった対策が必要なのかなと考えております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 実態把握、そういうものについては時間がかかるわけですから、

これ以上のこと言っても前に進みませんので、次に（２）番のところ

で、墓地条例と霊園条例にある利用権の消滅・取り消しについては、

該当する墓地の把握について、これは多分全部入るんではないかと

思うんですけども、ここを確認します。 
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 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

町内会等が管理運営している墓地については、把握しておりませ

んが、町で管理運営している霊園においては、利用権の消滅及び取

り消しに該当するものはありません。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 町内会については、管理をさせているんだということで、把握し

ていないということですけれども、これは町が許可を与えるわけで

すから、やはり母体となるところの原本、そういうものはちゃんと

整備させるように、するように町が指導すべきと私は思いますので、

ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 それから３番目に入りますけれども、町内にある墓地は、おいら

せ町の墓地条例に準じた墓地となるのか。今、町内会のは別だよと、

町長が話ししていますけれども、ここのところを確認します。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 町内にある二川目、堀切川、横道の墓地以外の町内会等で管理運

営する墓地は、墓地条例に準じた墓地ではないものと思っておりま

す。なお、３カ所の墓地を含めた町内会管理運営の墓地は、国で昭和

２３年５月３１日に定めた「墓地、埋葬等に関する法律」の規定が適

応となります。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 今、町長が言っているので、町内会のものは、町の墓地条例に準じ

た墓地でないという答弁ですけども、じゃあ、そういうのであれば、

埋葬許可とかそういうのは、どこに根拠があって出すんですか。全

く認めていない。町がそういうものを、どこでも埋葬はできるとい
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うことですか、自分の屋敷でもどこでも。そういう捉え方ではない

ですか。私は町外、例えば、私が車で走ったり何かしていると、秋田

とか岩手では、自分の自宅に墓地を持っているうちがあるんですよ。

そうすると、今、町長が言っているのは、これに該当するのかなとい

う思いがあるんですが、ここのところ確認したいと思います。 

 

 松林議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（松山公士君） 

 お答えいたします。 

 まず「墓地、埋葬等に関する法律」に基づいて、埋葬・火葬許可も

出しておりますので、条例ではなくて、国の法律に基づいて、その施

行規則もありますが、そちらに基づいて、そういった証明は出して

おります。 

 あと今言った個人の墓地とかというのは、確かに全国的には個人

での墓地もあるみたいですが、それはやはり今その法律でいくと、

原則は地方公共団体が永続性の観点からも、墓地を経営すべきだと

いうことで、この墓地埋葬法にはありまして、そういった指針みた

いなのも平成１２年に出ているところでございまして、ただ、町内

会にある墓地というのは、この法律ができた以前からも集落で管理

して、明治とかからですね。戦後この法律ができたときには、その法

律が制定された以降、許可したということで、みなし墓地として扱

われているということでございます。 

 以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 確かに、この法律前の墓地については、もういろんな基準を設け

たけれども、その基準に該当するんだけれども、それは墓地として

認めますよというのが、ちゃんと書いてあるわけですね。ですから、

学校の近くでも墓地として、これ新しい部分はできないんだけれど、

あるものについては許可しますよということになっていますけれ

ど、ただ、国の基準に基づくもので、町がそういう運営をしていると

いうのであれば、基本となるものをちゃんと整備すべきだと私は思

いますよ。実態を把握しないで許可を出すというのも、私は行政と

してちょっとそれでいいのかなという思いありますので、この辺は、
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これからいろんな意味で町内会との連携も大事ですし、その辺整備

をすべきだと思いますのでお願いします。 

 それから、４番目に入ります。 

 無縁墓の発生を抑えるため、連絡先の把握は有効なため、総務省

は自治体への周知を促したとあります。町では、どういう形で住民

に周知したのかお伺いいたします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

新聞報道にはそのような記述があり、確認したところ、総務省行

政評価局が実態調査の結果を踏まえ、所管する厚生労働省に対し、

有効な対策等を自治体へ周知するように促したということでありま

した。まだ、国からの通知等は届いていませんので、今のところ住民

への周知については考えておりません。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 国から来ていないということですから、これについては、国から

の通知が入った時点で、町が対応するということで理解をしておき

ます。 

 それでは、５点目に入らせていただきます。 

 今後の無縁墓の発生を抑えるため、町の墓地条例と霊園条例をも

とに、墓地のある町内会と町が対応策について、一定の協議する方

法を検討する考えがないか、お伺いいたします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

町内会等で管理運営されている墓地は、やはりそれぞれの町内会

等で無縁墓の発生を抑える対応をしていくべきものと考えておりま

す。なお、無縁墓に関する相談があれば、担当課において、法令等

を確認し必要な指導助言を行います。 

以上です。 
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 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 町長、町内会で無縁墓の発生を抑えるという方法ということの答

弁ですけれども、私は、町内会では１年に春、お盆、清掃しているわ

けですよ、墓地の。本来は所有者が清掃するように呼びかけしてい

るんですけれども、手つかずの状態があるところについては、やは

りその町内会の一斉清掃のときに、全部手入れしているわけですね。

それが年々増えているわけですよ。 

 ですから、さっきも言ったように、町内会の業務というのは、予想

以上に増えているし、町内会長というのは大変だというのは、その

辺からしても、町長に理解をしていただきたいと思いますよ。やは

りこのままでいけば、町内会の墓地も、役員交代等があって、町内会

の会員が減少したり、出席者が少なくなってくれば、管理も容易で

なくなりますよ。早めに手だてをして、町内会、そういうものにも、

こういう形で事務処理をしてください。こういう形で管理方法があ

りますよ。連絡方法、そういうものについては町がこういう形で支

援しますよ。そういうものをちゃんと示していくべきだと私は思い

ますけども、町長どう思います。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 知識不足と言うんですか。情報不足と言うんですか。自分の住ん

でいる町内の墓地のことしかよく分かっていないんで、みんなこん

なものかなということを少し紹介したいと思いますけども、我が町

では、昔からあった共同墓地が、寺が新築されたということで、８割

方新しい寺へ墓地を移転しました。そして、今宗教的関係、あるいは

いろんな部分で移らない人たちもいます。その残された墓地をどう

しているかと言いますと、町内会長が１５班ある班の中で、２つぐ

らいの班を割り振りして、そこは手間かかりそうだからと見回って、

何班と何班は墓の手入れしてくれということでなりますんで、今住

んでない空き墓地、あるいは残っている売れ残りの墓地、そういう

部分を含めて、町内会長の一言で、皆が割り当てになった班が出て、

草取り、草刈り、いろんな部分できれいにして、１年間誰もそれに対
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して大変だな、苦情があるな、ここは誰のだったっけと思い出話は

するんですけれども、そういう部分で、空き地を不満、不平に思って

いる人は私いないから、町内全域そういう感じで運営されているも

のだと思っていて、今日、平野議員の提案に対して、少し認識が甘か

ったのかなという気がしておりますけども、できれば、昔からのい

い意味の伝統で、地域コミュニティと言うんですか、共同作業と言

うんですか。そういう部分で、おいらせ町が全部そうなっていって

もらえれば大変ありがたいんですけども、中には課題を抱えている

町内会もあるんだなという、改めて認識しましたんで、これからど

うすればいいか。また先ほどと同じになりますけど、担当課と相談

しながら、あるいはまた町内会長さん方の会議に諮るべき問題なの

かも含めて検討していきます。 

 以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 町長のところは移転したということで、新たなスタートを切った

わけです。そういうところというのは、ある程度基礎的な部分は把

握されて、二川目町内会の家を通れば、農道を通すに一部移転はあ

って、そのときに墓地の区画ごとに名前を全部入れて表示したんで

すけども、そういう機会がないと、ほとんど整理されないと私は思

いますよ。そういう機会があって、見直しをするというような、あっ

たとこの町内会については、ある程度把握は可能だと思いますけど

も、その他については、やはり担当課確認をして、これから検討して

いただきたいと思います。以上です。 

 それから、次３点目に入らせていただきます。３点目は、町地域お

こし協力隊の実態についてであります。 

 １番の地域おこし協力隊は、その町に住み、地域ブランドや地場

産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこし支援、農林水産業への従事、

住民支援などの地域協力活動を行いながら、地域への定住・定着を

図る制度となっております。当町のこれまでの年度別の採用者と任

用期間についてお伺いいたします。 

 

 松林議長  町長。 
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答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

地域おこし協力隊の年度別の採用者と任用期間についてですが、

平成３０年度に１名採用し、任用期間は３年でした。また、令和３

年度に３名を採用し、１名は現在２年５カ月目となっております

が、残り２名のうち、１名は１年間、もう１名は２年間で退任して

おります。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 県の自治体などで構成するあおもり移住・交流推進協議会による

と、２２年度の県内の移住者は、過去２番目に多い６７組で１１５

人、おいらせ町へは２組２人とあります。この２人の居住地という

のは、どこに居住したのか。 

 それから、おいらせ町に隊員が今聞いてみますと、これまで延べ

４名ということだと思うんですけれども、４名のうちの、あと移住

できないというのは、どういう理由だったのか確認したいと思いま

す。 

 

 松林議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 お答えいたします。 

 まず１点目の２２年度においらせ町に２組２名というところの数

値については、私どもで把握をしていない数字で、大変申し訳ござ

いませんが、どこの地域というのも今のところは把握できておりま

せん。 

 それから、隊員４名のうち２人が、任期を３年というのを全うせ

ずに退任して、どういう理由かということでございますけれども、

それぞれ事情があって、任期の途中と言いますかで退任をしている

ところでございますけれども、１人の方はご結婚されたということ

です。もう１人の方は、地域おこし協力隊を退任して、自分で違う職

業に就くという理由で辞めたとして把握をしております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １１番。 
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質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 課長が、確認がとれていないということですけども、新聞の２３

年６月１５日「デーリー東北」で、青森県の移住１１５人、２２年度

過去２番目の多さということで計上されて、おいらせ町２組２人、

東通で１組１人、そういう形で記事があるわけですよ。私はこれに

基づいて質問しているわけですから、確認とれないというのは、私

は認識不足ではないかなと思いますよ。今見ていないのに、答弁と

いうのもできないと思いますので、それでは２番目に入らせていた

だきます。 

 この協力隊員の使命感、実績報告についてお伺いいたします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

採用時においては、本人たちの意気込みや使命感について、面接

して聞き取りをしております。採用後も毎月のミーティングなどに

より確認をしておりますが、いずれの隊員も与えられたミッション

に対して、真摯に取り組んでいると思っております。 

次に、活動の実績でありますが、政策推進課に配属の隊員は、移

住に関する情報発信、イベント等の企画運営、首都圏での移住相談

やオンラインでの移住相談などを行っており、また商工観光課に配

属の隊員は、観光物産情報の発信や物産展におけるＰＲ活動、町観

光物産協会の運営事務、ふるさと納税の返礼品の掘り起こしなどを

行っております。 

なお、令和２年度から今年度に至るまでの新型コロナウイルス感

染症の影響により、外出・移動の制限、３密の回避、イベントの中

止などで、町が隊員に期待するミッションの遂行や隊員が思い描い

ていた活動ができなかったものと思っております。 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 今の町長の答弁から、私が１番で質問した協力隊の、その町に住

んで地場産品の開発・販売・ＰＲ、地域おこし支援、こういう部分と

いうのは、今の町長の答弁ですと、私、伝わってこないなと思います
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よ。事務の補助員的な扱いで、隊員を任務されるというの、私はここ

もう基本的に間違っているんではないかと思いますよ。ちゃんとそ

れなりに目的・実績を示して採用していると私は思っていますけれ

ども、じゃあ、実際に、その実績報告、日報・週報・月報、こういう

のがいつどういう形で出されて、誰が評価をしておりますか。ここ

確認します。 

 

 松林議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 お答えいたします。 

 まず地域おこし協力隊の採用につきましては、先ほど町長が答弁

しましたとおり、政策推進課に配属の隊員のミッションと申します

けれども、移住に関するコーディネーターという役割でもって、こ

のような形で、移住の情報発信でありますとか、あとは移住者の相

談を受け付けるとか、そのような業務がそもそもの活動内容、ミッ

ションでございます。 

 また商工観光課の配属の隊員につきましては、同様に観光物産情

報の配信とかＰＲ活動、それから観光物産協会の運営事務、それか

らふるさと納税の返礼品の掘り起こしなど、このような業務をミッ

ションとして採用しているものでございまして、特に町の事務補助

員的な扱いというようなご指摘ございましたけども……。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 いや答弁、週報・月報、そういうものがあるんだったら、そこを説

明してくださいよ。 

 

答弁 政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 まずは補助員的な扱いとしてはしておりませんので、その部分に

ついては申し上げたいと思っております。 

 あとは、日報・月報につきましては、毎月ミーティングを行ってお

りまして、その際に月の活動状況については、報告をしていただい

ているところでございます。 

 以上です。 

 

 松林議長  １１番。 
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質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 聞いている質問の趣旨が、ちゃんと聞いているのかなと、私、疑問

を感じますよ。聞いているのは、別に今の経過とかそういうの、町長

の遠部の補足ではないんですよ。ちゃんと月報を誰が確認して、誰

が評価しているというか、それ聞いているわけですよ。それ全然答

えていないではないですか。 

 次、３点目と併せて答弁していただきますよ。 

 協力隊員の町民の評価、それから今後の課題、これについてお伺

いいたします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

先ほども答弁したとおり、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、人との接触が伴うような事業の実施が難しく、町民と接する機

会が限られたことから評価は得られておりません。 

ただ、隊員の活動上で、事業者や団体、移住者等と接する機会があ

り、その方々からは親しみを持って接していただいていると思って

おります。 

次に、今後の課題についてでありますが、まずは隊員を募集する

前に、町の課題の整理とその課題解決のためにどのような人材が必

要なのか明確にすること、着任後には隊員とミッションを十分に共

有することや活動をしっかりとサポートしていくこと、退任後の就

職や起業、定住してもらうための支援などが必要だと考えておりま

す。 

また当町は地域要件において、都市地域に区分されているため、

隊員の転出地が三大都市圏と政令指定都市のみに限定されることか

ら、隊員の確保が難しいことも課題の１つであるものと思っており

ます。 

今答弁した最後の部分で、当町は地域要件にて都市地域に区分さ

れているためということで、他町村って言うんですか。少し都市と

離れた、大変失礼な言い方になりますけども、農村部あるいは田舎

と称されるほうの方々とちょっと違う部分があって、事業展開する、

あるいは移住して農業をやるという対象地には適さない部分もある

のかなということで、隊員も限られた人たちが応募し、あるいは採

用せざるを得ない部分もあるということもご理解ください。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２５－ 

以上です。 

 

 松林議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 地理的な要件、そういうのも、当町が地域おこし協力隊の要件に、

なかなか他の地域と違う部分があるということですけれども、私は

先般、議会の県外調査活動で、洲本市の協力隊の実態について研修

してまいりました、産業民生常任委員会。感じたのは、洲本市で採用

された協力隊２５名中６５％が定住して、事業の継続をしているこ

と。協力隊の位置づけ、業務形態、これが明確に示され、自分たちの

産業民生常任委員会の視察研修のときに、協力隊が説明してくれた

わけですよ、採用された協力隊員が。私はそれ見たときに、この隊員

の活力、受け入れしている市の体制、そういうもの、やはりこうなの

かという、これが本来の姿だなというのを感じたんですよ。 

 私だけではなくて、産業民生常任委員会の委員、全ての委員がな

るほどと感じたと思います。ですから、私は議会でも、町で採用され

ている隊員との交流、それから農林水産業や商工団体等、仕組みづ

くり、町のそういうものに関係する団体と交流することは大変大切

だ、大事だというように感じて、今までの隊員には、私から言わせる

と、非常に申し訳ないな。残念だな。実績を上げることができなくて

去っていっているんだということを考えれば、町長ここの部分を基

本に、今後の採用については対応していただくようにお願いしたい

と思います。 

 

 松林議長  お願いですから、結構です。 

これで、１１番、平野敏彦議員の一般質問を終わります。 

 

質疑 １１番 

（平野敏彦君） 

 ありがとうございます。 

 松林議長 ここで暫時休憩いたします。１１時２０分まで休憩します。 

 

  （休憩 午前１１時０４分） 

 

 松林議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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  （再開 午前１１時２０分） 

 

 松林議長 引き続き、一般質問を行います。 

２席２番、大浦陽子議員の一般質問を許します。 

２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 ２席２番、大浦陽子です。 

 今年も残すところ、わずかとなりました。今年は多くの初体験を

させていただき、先月は兵庫県洲本市へ、視察に行かせていただき

ました。行政の抱える課題を、地域おこし協力隊のＰＲ活動や取り

組みを学ぶことができ、限られた視察の中でも、私なりの成果が得

られたと感じております。先ほどの平野議員と重複する質問もござ

いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議長のお許しを得て、通告書に従い、１問１答方式で

質問いたします。 

 １、地域おこし協力隊について、当町は、地域おこし協力隊は何年

から受け入れを開始されたのか。また、今年度までに何人の方が地

域おこし協力隊として来町されたのかお伺いします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 平野議員と重複する答弁になりますけども、お答えします。 

まずは、さきの平野議員の一般質問で答弁したとおり、隊員は平

成３０年度から受け入れを行い、これまで４名が着任しております。 

以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 ありがとうございます。次へ進みます。 

 （２）地域おこし協力隊は、今まで主な配属先でどのような活動を

され、実績または成果はあったのかお伺いします。 

 

 松林議長  町長。 

 

質疑 町長  お答えします。 
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（成田 隆君） まず、政策推進課に配属の隊員は、移住に関する情報の発信、移

住に関するイベント等の企画運営、首都圏での移住相談やオンライ

ンでの移住相談などを行っております。相談を受けた方のうち、数

件が移住に結びついております。 

また、商工観光課に配属の隊員は、観光物産情報の発信や物産展

におけるＰＲ活動、町観光物産協会の運営事務、ふるさと納税の返

礼品の掘り起こしなどを行っております。ふるさと納税の返礼品に

つきましては、取扱事業者や品目を増やすことができております。 

以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 隊員の活動は、一定の成果が出ているのであれば、その活動は次

の隊員へ継続されるのか。また、先ほど平野議員の答弁で、隊員の確

保が難しいとのことでしたが、成果の出ている活動は、今後どうさ

れるのかお伺いします。 

 

 松林議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 お答えいたします。 

 成果が出ている活動については、引き継がれるのかということの

ご質問でございますけれども、これにつきましては、しっかりと退

任の際に引き継ぎ書のようなものもつくっていただいて、次の隊員

が採用になれば、その隊員に引き継ぐという形で伝えているところ

でございます。 

 また、採用に当たって、条件が厳しいということのご質問でござ

いますけれども、これにつきましても、町の体制という部分も含め

まして、なかなか、このおこし隊に、例えばミッションを与えると

か、支援をするというところは、手間暇のかかる仕事でもございま

すので、なかなか思うような成果が上げられないというところもあ

るかと思いますけれども、成功している事例などを参考にしながら、

もう少し対応できるように、今後努めていきたいなとは思っており

ます。 

 以上です。 
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 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 ありがとうございます。次へ進みます。 

 （３）地域おこし協力隊は、卒隊後当町に定住された方はいらっし

ゃるのかお伺いします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

町ではこれまで３名の隊員が退任しておりますが、そのうちの１

人が定住しております。 

以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 地域おこし協力隊の卒隊後に、当町での起業や定住につながるよ

う、私たちの町民の理解や行政の支援・施策も再検討が必要である

と考えます。 

 以上、地域おこし協力隊についての質問は、これで終わります。 

次の質問へ進みます。 

２、百石漁港の現状について、（１）９月補正予算で漁業用燃油高

騰対策給付金１５２万円が新設され、操業されている漁船３４艘が

対象となったと聞きました。現在、百石漁港に停泊している漁船、

（操業されていない漁船も含めて）何艘あるのか。また近隣の漁港

を利用されている漁船は何艘かお伺いいたします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

令和５年１２月１日現在、百石漁港に停泊している漁船は、操業

されていない漁船も含めて３１艘です。近隣の三沢漁港を利用して

いる漁船は１１艘で、漁船登録数は全部で４２艘となっております。 

以上です。 

 

 松林議長  ２番。 
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質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 私の調べでは、２０２０年総隻数４１艘となっておりましたので、

現在の段階で１艘増えているようですが、単純に漁業者が増えたと

いう認識でよろしいでしょうか。 

 また、三沢漁港を利用している漁船１１艘は、どのような理由で

百石漁港を利用されていないのか。分かる範囲でお答えいただけま

すでしょうか。 

 

 松林議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 大浦議員の４１艘の１艘増えているという部分についてですが、

我々の調べでは、実は令和４年の段階では、漁船の登録数、百石町漁

協の登録数は４３艘になっています、これは総会の資料にも載って

いますけど。たまたま１艘が減って４２艘ということで、今回報告

していますんで、その１艘増えた要因というのは、今のところお答

えできませんので、その辺は後でまた確認させていただきたいと思

います。 

 それで、三沢漁港を利用している漁船の理由になりますけども、

三沢には、先ほども出ていましたが、小型の定置網の大型の漁船が

２艘停泊しております。それと合わせて、定置網漁の船外機の船も

お世話になっているという状況になりますので、それと関係する小

型の６艘も三沢の漁港を利用して、定置以外のときには、ホッキ漁

とか、その他の漁業を営んでおりますので、その関係で、三沢に１１

艘が停泊しているという状況であります。 

 以上です。 

 

 松林議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 理由は、大型の漁船が２艘あるということで、百石漁港にはとめ

られないので、三沢を利用しているということです。 

 以上です。 

 

 松林議長  ２番。 
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質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 先日、百石漁港の平面図や航空写真をもとに、現地視察をしまし

たが、北防波堤と南防波堤の延伸工事で入出航時、船舶の航行、出入

り口が狭まっているように見受けましたが、現在の状況で、入出航

時に防波堤への接触など、問題は起きていないのかお伺いします。 

 

 松林議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 現在のところ、今言った漁港内の出入りのところが狭くなってい

るということは、漁業者の間からは聞いておりますが、事故等につ

いては、今のところ起こっていません。ただ、波が実は荒れたときと

かは、南の防波堤のところから波が越境してきて危険だということ

で、何とか改善してほしいという要望は挙がっております。 

 以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 ありがとうございます。 

では、次の質問へ進みます。 

 （２）百石漁港は砂の堆積があり、ここ数年は浚渫で漁港を維持さ

れていると伺いました。この先も、浚渫だけで漁港を維持されるの

か。また漂砂を防止するための漁港整備事業は、今後どのような整

備が進むのかお伺いします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

百石漁港整備事業は、平成１２年度から２２年度までの１１か年

を１期工事として、その後漁港施設強化事業の採択を受けて、平成

２７年から令和元年度までの５か年を２期工事として、北防砂堤と

南防波堤の延伸工事を実施し、令和２年度に工事が完了しました。 

工事完了後の令和３年度には、青森県において事業の検証を行い、

その結果、港内への漂砂は減少しているものの、計画どおりの成果

が得られていないことから、令和４年度から５年度に県単独事業で

詳細測量調査と今後の漁港整備の方向性を検討しているところであ

ります。 
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以上のことから、工事完了後は機能保全のための浚渫工事を毎年

実施しているものであります。 

以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 港内の漂砂は減少しているが、計画どおりの成果が得られていな

いのはなぜか。今後の方向性を検討する期間は、どの程度要するの

か。また機能保全のための浚渫も、継続して実施されるほかに、新た

な整備計画はないのかお伺いします。 

 

 松林議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 漂砂が収まらないという、収まらないというか、減少はしている

というには報告を受けております。その影響ですけども、やはり波

の強さが年々強くなってきているという状況があるということと、

当初計画をした時点と実は現在の計画している設計に使う数値が変

更になってて、その関係で、やはりシミュレーションが若干変わっ

てきているということで、漂砂が計画どおりにはいかないけども、

大分減少していると聞いております。 

 それで、漂砂ですけども、機能保全の工事につきましては、工事を

しながらでもやはり進めないと、漁船の出入りができませんので、

これは継続されていくものになります。三沢漁港でも工事進んでい

ますけれども、やりながら、浚渫工事は毎年行っているというのが

現実的なところであります。 

 それで、今後の漁港の進め方ですが、先ほども述べましたように、

県で今現地の調査を４年・５年にやっておりますので、今年度の３

月ごろに、シミュレーションの結果をもとに、どういう漁港にすれ

ば一番効果的な漁港になるのかということのシミュレーションを行

った上で、町と漁協に提示される予定になっていますので、それを

見ながら、事業費等を見ながら、６年度以降に新規の事業をやるか

どうかの判断をしていくことになるかと思います。 

 以上です。 

 

 松林議長  ２番。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３２－ 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 ありがとうございます。 

 それでは、３番目の質問に移ります。 

 （３）漁港整備に当町での事業支出はあるのかお伺いします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

漁港整備は、国庫補助事業の採択を受けて、青森県が事業主体で

実施していますので、事業費のうち国が５０％、県が４０％、町が

１０％を負担しております。 

これまでの事業費ですが、１期目の総事業費が４３億５，０００

万円で、うち町の負担が４億３，５００万円でありました。２期目

の総事業費が１９億３，２００万円で、うち町の負担が１億９，３

２０万円であります。 

以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 １期・２期工事で約６億２，８００万円の当町の負担は分かりま

した。 

 では、浚渫だけの年間の支出額はいくらになりますか。 

 

 松林議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 年間というのは、今年度ということで。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 毎年どのぐらい……。 

 

答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 同じ額ではないんですが。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 はい、大丈夫です。じゃあ、今年度ので。 
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答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 今年度は大体５，０００万円から６，０００万円ということで、今

年度はたしか６，０００万円の事業で、町の負担が６００万円と認

識しています。 

 以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 浚渫する量でもあるとは思うんですけど、大体およそ毎年当町の

支出は６００万円ほどという認識でよろしいですかね。６００万円

前後でという、負担額でよろしいですか。 

 

 松林議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 事業規模にもよりますけれども、機能保全に使った実績ですが、

２７年度で全体事業費で２，０００万円、２８年度で５，０００万

円、２９年度も５，０００万円、３０年度はちょっと多くなりまして

８，６００万円ほどと毎年変わっておりまして、元年度は６，３００

万円というような形に、大体５，０００万円から６，０００万円の事

業規模の浚渫が必要という状況と理解しております。 

 以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 百石漁港は奥入瀬川河口に位置する全国的にも数少ない特殊な漁

港で、当町は１６年で約６億円の負担で、あれだけの漁港ができ、運

用できているのであれば、町の財産としては、必要不可欠な投資で

あったと私は考えます。 

 現在、当町としての漁港の位置づけを町長はどのようにお考えな

のかお伺いします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 漁港ということで、本当は完成した暁には、ほとんど、維持管理と

いっても、そんなに経費がかからないものと思って、当初は設計さ

れたものと思っておりますし、また４５億円ですか。失礼、総事業費
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６３億円近い事業費を使って、今、町でも１割ということで６億円

負担です。 

これから、いつごろまで、あるいは工事費がかさむのか。また浚渫

が続くのかを含めて検討していかなければならないし、ずっとこれ

このままいくのか。また将来的には、町に移管とかという話もある

ようですから、そうなりますと、その総額全てが町の負担になると

いうことも含めると、町の宝になるのか。お荷物になるのか。またそ

の中間になるのか。これから様子を見ながら検討して、あるいは考

えていかなければならないし、また漁業者にとっても、有効活用す

るように努力していかなければならないものと思っております。 

以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 完成して、運用できていれば問題ないのかもしれないんですが、

農林水産業も日々変動している状況で、例えば魚が来なくなりまし

た。では、魚が住みよくするための魚礁整備など、これからは人も魚

も育てる漁業とかも必要ではないかと考えます。町長として、県や

国への働きかけ、また漁業者、そこに関わる関係者との直接の意見

交換会は行ったことがあるでしょうか。お聞きします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

お答えします。 

 まずもって、養殖漁業と言うんですか。砂地ということで、なかな

か限られた魚種しか養殖できないような部分あります。また波も高

いとか、遠浅とか、そういう部分もあろうかと思います。 

 私も、前の知事のときに、魚がこのように不漁であって、もう漁業

者も大変だから、洋上風力発電でも設置して、漁業者の支援に回す

ような、その収益を漁業者に回すような方法を考えられないのかな

という提案しましたところ、前の知事は、あそこは波も高いし、そう

いう部分では、風力発電には向いていないんだよなという話をした

のを覚えていますし、またこれから、しからばどうすればいいかと

いうことを、何か陸上での養殖とかというのもあるかもしれません

けども、今のまま、あの海を使った養殖事業は、ちょっと見当たらな



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３５－ 

いような気がしておりますし、またこれから新しい技術も発達して、

そういう部分で、砂浜で養殖できる魚種、あるいは漁具ができれば、

そういうことも考えられると思います。 

 それから漁業者との懇談会、あるいは交流会には、私は直接は行

っていないんですけど、副町長が毎年のように参加して交流を深め

ているはずですから、もし詳しく聞きたければ、副町長に説明させ

ますけども、どうしますか。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 お願いします。 

 

 松林議長  副町長。 

 

答弁 副町長 

（小向仁生君） 

 私からは、毎年若手の漁業者、または漁協の幹部の方々、役員の

方々と懇談会をもって、意見交換をさせていただいております。そ

の中で、私から逆提案しているのが、先ほど町長も言いましたよう

に、養殖的なものができないのかということで、若手の漁業者に話

をしますと、若手の漁業者は、やっぱりその辺は希望を持っている

し、検討したいということで、そのための研修とかそういうものを

積極的に行っていきたいなという意見もございました。 

 その中で、役員の皆さんから出されたのは、新たな魚礁の確保と

いうことで、先ほど出ていましたように、温暖化でもって、南の魚・

魚介類がこちらにひしひしと来ていると。岩手まで、もうイセエビ

が揚がるような状況だということなんで、それらに対応した魚礁の

整備的なものも、これからしていかなければいけないのかなという

話は出ておりました。 

 それらを総合的に、漁協とすればどのような方向性に持っていけ

ばいいのかというのを、町と漁協とでもって、さらに検討していき

ましょうということで、毎年話をしているところであります。 

 以上です。 

 

 松林議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（大浦陽子君） 

 ありがとうございます。 

 最後に、現在漁港区域は、この間ちょっと視察しに行ったときも

そうですが、奥入瀬川の区域が半数を占めています。温暖化の影響
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や自然環境の変化、河川からの土砂の流入など、今後も課題がなく

なることはないと思われます。 

 現在、当町が年間１億円以上の自主財源で給食費無料化が、国の

政策で給食費無償化になるのであれば、町長・行政・漁協の働きかけ

で、百石漁港の整備推進を県、さらには国へ陳情することで、町・経

済産業の振興が図られると考えます。私は多くの方々の尽力で実現

した百石漁港の財産を守り、さらなる商工漁業の発展と尽力を町長

へお願いし、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

 

 松林議長 これで、２番、大浦陽子議員の一般質問を終わります。 

ここで昼食のため、１時２０分まで休憩いたします。 

 

  （休憩 午前１１時４７分） 

 松林議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

  （再開 午後 １時２０分） 

 松林議長 引き続き、一般質問を行います。 

３席１４番、西館芳信議員の一般質問を許します。 

１４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 ３席１４番、西館芳信です。本日の私の一般質問、１点だけです。 

 「空家対策等の推進に関する特別措置法」への対処法ということ

で、町がどうこれから対処していくのかなということで質問いたし

ます。 

 まず、日本中の空き家等という分類では８５０万に近い。それか

ら２０３０年ごろまでには、使用目的のない空き家が４７０万ぐら

いになるんではないかなということで、何にしましても、いろいろ

な意味での社会の弊害が言われておるところであります。国は空き

家対策の措置法を平成２７年２月に施行しましたけれど、本年６月

にこれを一部改正して、またあさってですかね。１２月１３日から

これが施行されるということでございます。 

 そこで町としては、この改正の法律を受け、また第１回目の平成

２７年２月からさかのぼってという２点からですけれど、この空き

家対策、どう推進してきましたかということで、その進捗状況と、

自主的に、法律にはこう書いてあるけれど、自主的にこういうこと
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をやってきたんだよということがあれば、その２点についてお答え

をお願いいたします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

３席１４番、西館芳信議員のご質問にお答えします。 

平成２７年度に空き家の実態調査並びにシステムの構築、平成２

８年度は町空き家情報登録制度「空き家バンク」設置要綱の制定、

平成３０年度は町空き家等対策計画の策定、令和５年度は空き家管

理システムの基本情報更新、そのほか固定資産税の納税通知と一緒

に空き家バンクのお知らせを同封し、危険な空き家などの所有者に

対して、適正な管理の指導をしております。また令和６年度以降、

現地調査等を実施し、空き家の所有者に対して適正管理の通知をす

る予定としております。 

以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 進捗状況と自主的なものということで、今のは、両方答えたこと

になるのかな。それとも１つだけ進捗状況ということだけでいいの

かなということで、もし自主的なものということで、私はちょっと

足りないと思うんだけれど、それを後でつけ加えてほしいと思いま

す。 

 まず進捗状況ということで伺いました。システムの構築だとか、

それから空き家バンクの創設もしましたよと。それから何よりも、

空き家対策計画策定しましたということ、もろもろございました。

ここで私は一旦終わりたいと思います。自主的なものということで、

もう１回加えてもらえればと思います。 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 法律の方では、できる規定ということがほとんどの規定になって

おりまして、自主的になるか、法律に基づいてになるかはあれなん

ですけれども、空き家の実態調査、それからシステム構築に関して



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３８－ 

は自主的であると思っていますし、あと空き家バンクの設置要綱に

ついても、自主的に制定をしているということとなります。 

 あとは法律に基づいて、危険な空き家等について指導をしている

のは、法律に基づくものですので、自主的ではありませんので、さき

に言ったシステム構築、空き家バンク設置は自主的なものになりま

す。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今の答弁を聞きまして、なるほど、私の質問がうまくなかったな

と思いました。というのは、国のこの特別対策法、自治体に対するも

のは義務規定ではないんですよ。努力義務規定、することができる。

まさしく田中課長、できる規定だったからということで、そう見る

と、計画の策定、ほとんどはもうなるほど自主的になるのかなと思

いました。自主的にやるということで、とんとんとんとん進んでい

くようなイメージを持ちがちだけれど、これ実際に国ができる、じ

ゃあ、やりましょうということでやっていれば、自治体のマンパワ

ー、これがそれに応えるだけのマンパワーを持っている日本中の自

治体、どれだけあるのかと、法律をちょこっとでも見れば、そう思っ

てまいります。 

 だから、私はこの質問進めていく上で、やるべきだとかそういう

ことは一切思いません。ただ町がどういう気持ちで、どうやろうと

しているのかなということを伺うことができれば、それでよろしい

です。 

 今、対策計画つくりましたよということですので、その対策計画

について、その点ちょこっと質問させていただきます。 

 町の計画は、実に２８ページ物のすごく立派なものです。初めて

これをプリントアウトしまして、なるほど、こういう立派なものが

できていたのかと思って、なおかつまた、これ大変失礼だけれど、ほ

かの市町村見たら、やっぱり金太郎あめだなと。どこまでも同じよ

うな感じでしかないなとは、これは思ったこともたしかですけど、

大変だったろうなということで、またこれのレジュメ的なもので、

概要おいらせ町の「空家等対策計画」というものを平成３１年３月

に出しているということです。 
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 これもちょっと読みまして、今までも聞いていた文言も併せてで

すけど、ちょっとここはなということで、決してけちをつける意味

ではありませんけれど、まず①の計画策定の目的等ということで、

ここに、５番目に第２次おいらせ町総合計画と整合を図るという文

言がはっきりと出ています。おやっと。書くことは分かるけれど、何

で整合性を図るということをわざわざここに書かなければならない

んだと。お互いに町のためにこうだということを信念で持っていれ

ば、そこの部分は、私はそんなに摩擦はないんではないのかなと思

います。もし、整合性を図れないようなものが出てきたから、ここに

こうして載せたんですよという答弁がありましたら、お願いします。 

 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（田中淳也君） 

 今総合計画持ち合わせておりませんので、正確はどうかあれです

けども、総合計画にも空き家対策というのが載っておりますので、

総合計画に載せているのから逸脱しないような形でという意味でつ

くったと思っております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 概念的なことは分かります。分かりますけれど、やっぱり何で齟

齬する分が出てくるのかなという思いがありますので、後で機会が

あったら、個別的に易しく教えてもらえればと思います。 

 それから、この計画見ていますと、④の「空家対策の実施内容」と

いうことで、私はこれが一番難しいんではないかなと思っておりま

すけれど、「空家等予備軍の把握 予防措置」ということが盛られて

おります。これはまさしくこの計画を推進していくためには核の部

分になるなと私、思っているんですが、これをどういう形で今進め

ていますか。お願いします。 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

質疑 まちづくり防災  お答えします。 
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課長 

（田中淳也君） 

 答えになるかあれですけども、うちで調査した時点では、利活用

が可能な空き家、それから簡易な修繕をすれば利活用ができる。そ

れから大規模な修繕が必要ですというの、それからもう解体しなけ

ればなりませんということで、４つの区分に、一応当時は区分をし

ておりました。 

 先ほどの質問ですけども、大規模な修繕が必要というあたりにつ

いては、あらかじめ管理を適正にして使えるように、危険な状態に

ならないようにということでの発生予防ということで考えて記載を

したものであります。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今の田中課長の答え、分かります。確かにこのおいらせ町空家等

対策計画につきましては、この４０３棟をＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄということ

で４種類に分類して、もう壊れそうなやつ、それから今、話しした活

用すれば使えるようなものということで４つに分けております。 

 でも、それは外見上見たもの、簡単な、前に平野議員の質問には、

プライバシーの面があって、なかなか立ち入りもままならないみた

いな答弁もしていたの私、聞いていますけれど、そういうこと等、鑑

みても、ともかく外見だけでは情報量があまりにも足りな過ぎると。

これをある程度のレベルまでやっていくためには、中にちゃんとあ

る情報をつかまえなければならないんだということで、それは大し

てできていないということは分かりましたので、今後そういうこと、

私、個人的には進めていったらいいんでないかなと思います。 

 それから次、２番目として、今町の大体担当の姿勢も分かりまし

た。これは、私はするべきだとか何とか言わないんだけれど、国もあ

る程度改正して、本気度を見せていますので、やっぱりそれなりの

ことはしなければならないだろうなと思う。そうすると、町の姿勢

としては、これを本当にやる気があるのかどうかということを仮に

見据えないとしても、こういう法律ができて、そして今また改正し

て、国がこう出てきたんだと。そうすれば、やっぱりプロジェクトチ

ームぐらいはつくって、しなければならない。特別対策班を設けな

ければならないよねという、普通はそうなる。いや、でもやっぱりマ

ンパワー考えれば、それこそ二百何人の体制全部で、職員をあてが
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うにはとても無理だよと。通常業務を通じて、いろいろやっていき

ましょうよという姿勢になるのかどうか。そこを、特別力を入れて、

対策班とかプロジェクトチーム設置するのか。通常業務を効率的に

運用していって、これに応えていくのかという町の姿勢を伺いたい

と思います。 

  

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 実地調査から様々なことを考えると、確かにマンパワーが必要だ

という、相当な労力が必要ではないかなということで考えておりま

す。 

 ちょっとずれるかもしれませんが、圏域でもこういう会議とか研

修会も開いておりまして、そういうところでも情報交換をしながら、

効率よく実施していくように考えておりまして、今のところは現状

の人員等で対応していきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今はっきりと通常の業務の中で対応していきたいという答弁があ

りました。それはそれで結構だと思います。頑張っていただきたい

なと思うところです。 

 そういうふうにいろんなものを進めて、通常業務なりで進めてい

くということで、やっぱり国の指針だとか、それからその指針に応

じて、新事業だとかあるわけですね。それをやっぱり何ら活用しな

いということは無駄だし、励みがない。効率的でないという見方は

できるわけですから、例えばこれを進めていく上に、例えば財政金

融支援の面でいろんなものがあります。それから相続した空き家の

譲渡所得云々だとか、それから固定資産税の住宅用地の特例だとか

フラット３５云々とかって、いろんな国では個人、そしてその自治

体に対して３分の２だとか２分の１が一番多いみたいだけれど、そ

れなりの補助割合を決めてやってくださいよと。本当に国もいろい

ろかけ声かけるんだけれど、実際これを本当に自治体でやれば自治

体も大変だし、一度にそれをバッと答えられても、うちも大変だし
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というジレンマが、法律の行間に、ひしひしと伝わってくるんでな

いかなと私は思っているんですが。 

 そういうことで、町としてこういうことは国の意向を受けて実施、

推進していきたいなということ。それから他の自治体では個人に対

して、例えばお金がかかるんだったら、少しでも補助してあげたい

という思いから、例えば十和田市であれば、解体費用５０万円を限

度として、ここに援助しますよというものがある。我が町でも先々

を考えて、そういう国の要請というか、それに応えていくべく、こう

いうものを活用していきたい。あるいは、個々の個人あるいは法人

でもいいんだけれど、それを推進する。大きな力となる。法人等でも

いいんだけれど、こういうことでやっていってもいいなというのは、

今ゼロですか。それとも何かありますか。お願いします。 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 空き家対策するに当たって、国庫補助がありまして、やるやらな

いは別として、現状で考えているのは危険な空き家に対する解体費

の補助とか、あと利活用するためのリフォーム等の費用などについ

て制度設計できるかどうか。これから検討をしたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今回の改正の目的というのは、国は、背景・目的というのは、例え

ば市区町村のマンパワー不足に対するためのＮＰＯ、社団法人など

の民間団体との連携が必要だから、そのためにこうしてできません

かということ。あるいは管理だとか、空き家等の除去については、所

有者に対する管理責任をもっと強化していこうという一面。それか

ら今、田中課長がおっしゃいました危険過ぎる空き家について云々

と、特定空き家、それからそれになるような管理不全の空き家、こう

いうものの対策をもっと強化していこうという背景があって、町と

してはある程度のことはやらなければならないと私は思うんだけれ

ど、じゃあ、そうして最低応えるために、やっぱりこういう課題があ
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るな。こういうところを克服していくとは大変なんだよということ

で、町が感じているようなことがありましたら、教えていただけれ

ばと思います。 

 

 松林議長  西館議員さん、今再質問ですよね、今の続きは。２番に入っている

わけでなくて、再質問。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 まだ２番に入っていないです。 

 そんなに難しく考えないで、やってきて、ちょっとということあ

れば、別になければないでもいいです。 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（田中淳也君） 

 次の答弁と重複するかもしれませんが、お答えしたいと思います。 

 現状で課題というか、そういうのについては、まず所有者に対し

て、助言とか指導をするわけですけども、そういったことに従って

いただけないとかいうのが想定されますし、あと、所有者が町外と

か県外、遠いほうにいて、連絡がつきづらいというようなのも想定

されます。また、相続放棄などによって、所有者不明とか不在とかい

ったのも考えられますし、相続人が多数ある場合なども考えられま

す。そういったのは難しい問題、法律的にも難しいなと考えており

ますし、先ほど答弁した対策するに当たっての町としての補助制度

みたいな、そういうことは、いろいろと考えながら進めなければな

らないなと思っております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 課題については、それなりに結構あるかと思います。ただ私が恐

らくこういうことを答弁するんではないだろうかと期待していた部

分、１つヒットしました。それは所有者不明だとか相続人の状況だ

とかが分からないということで、まさしくここが大事なところであ

りまして、これについて鋭意、やっぱり克服のための作業を積み重

ねていくということがこれから要求される。 
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 それはさておいて、次、イの何年か前に町が把握した空き家は４

０３棟と発表されております。平成２７年度ぐらいに調査して、発

表は３１年度の３月だかと出ていますけれど、この改正法の施行に

よって、町は個々の空き家の保全良好レベル区分が必要となると思

うが、空き家対策を推進するための今後の課題はということです。

１回このレベルを策定したけれど、もう８年ぐらい、１回やってか

らたっているということで、ますます老朽化していっていると。今

は結構使える部分が圧倒的に多くて、使えないというほうがちょこ

っとしかないんだけれど、この比率が俄然変わっていると私は思っ

ています。ですから、その見直しが当然必要と私は思うんだけれど、

町はどう考えていますか。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

町としては、利活用可能な空き家、大規模な修繕が必要な空き家、

利活用ができず解体が必要な空き家の３つで区分をしております。 

その中で課題ですが、所有者が助言・指導をしても従わない。所有

者が町外や県外に居住していて連絡がとれない。また、相続放棄等

により所有者が不明、相続人が多数あり連絡先が不明などが挙げら

れます。先ほどの課長と重複する部分もありました。 

また、危険な空き家の解体費用や利活用のため、リフォーム等の費

用に対する補助の検討も課題として挙げられると思っております。 

以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今課題の１つ、２つ聞きました、まさしくそのとおりだと思うし。 

 町は４０３棟と単に数だけ発表していて、その年数がたっている

と、もうそれはそれなりに考えていると思いますけれど、この少な

くとも特定空き家、それから管理不全空き家、今改正によって、この

管理不全空き家放っておけば、やがては特定空き家になるだろうと

いうものについて、町はこれはもう正確にちゃんと把握して、認定

はするしない別として、こういうほとんど特定空き家、あるいは管

理不全空き家に準ずるよというものは、ある程度件数を把握して、
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それをそれなりの記録、あるいは発表という形にしてしかるべきだ

と私は思いますが、それはいかがでしょうか。 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 先ほどの４０３戸については、利活用が可能な戸数が２５９戸、

簡易な修繕の利活用可能が９５戸、大規模の修繕が必要なのが３８

戸、それから利活用不可能ということで１１戸の４０３戸になりま

す。 

 あれからもう相当年数たっておりますので、この戸数、総数自体

も多分増えていると思われますし、中身も変わっているものと思い

ます。今年度空き家システムの情報を更新しまして、机上での空き

家も把握をします。その後実地調査等して、令和６年度になると思

いますけども、以降になりますけども、実地調査をして実際の外観

等危ないかどうか。使えるかどうかあたりを精査して、更新をして

いくということで、今考えているところであります。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今、田中課長の数字上は、確かに空家計画の７ページそのままの

戸数でした、３１年３月に発表したそのままの戸数と。現状が変わ

っているから、実態に合ったものをもうちょっと調査上で明らかに

したいという答弁には好感が持てましたので、ぜひともこれは実施

していただきたいと思いますけれど、私、さっきしゃべった特定空

き家、それから、やがてそうなるだろうという管理不全空き家につ

いて、認定はしなくても、それに準ずるものだよという数は、これは

防犯上とかいろんな見地から絶対把握すべきだと思うけれど、そこ

はどう思っていますか。 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

 お答えします。 
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（田中淳也君）  当然、今回の法律改正によりまして、特定空き家、それから管理不

全空き家については、町で勧告を行うと、固定資産税の課税額が３

倍もしくは６倍になるということでありますので、国のガイドライ

ン、それから空き家の基準というのがありますので、そういったと

ころの基準、あと近隣の市町村等の基準、バランスも考えて、そうい

ったところできちんとした基準をつくって、特定空き家とか管理不

全空き家に認定するかどうかというのを、空家等対策委員会で決め

てやっていくということで考えております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今、田中課長の答弁、将来的に認定するよという、そのためのいろ

んな手続が必要なんだということで、今特定空き家、それから管理

不全空き家についての軒数なんかは、別に細かく、こうするよとい

う答えは出なかった。それは私、準ずるという言葉をわざわざ挟ん

でしゃべったんですよ。それは認定という段階には、やっぱり条例

改正したり、いろんなことをする手続があるからすぐにはできない。

でも、今現在で、それ相当のものは把握しておかなければならない

と。この計画の中の７ページに出ている１１戸、Ｄ段階の１１戸、老

朽化や損傷などにより、利活用が不可能ということの１１戸、それ

はまさしくこの候補だと思うんだけれど、この１１戸の中では、私

が言う特定空き家だとか、そういうのに準ずるのは何軒と課長は考

えていますか。 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 その１１軒の戸数については、平成２７年度の調査ということで、

これも特定空き家等になるかということで、現状私も見ておりませ

んので、ただ言えることは、これまで特定空き家等として認定した

ときありませんし、これまで町で指導したのに従って、危険がない

ようにしてきているものと思っておりますので、ここの軒数の中で、

これが危険だとかというのは、答弁は差し控えたいと思います。 

 以上です。 
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 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 認定に関しましては、私もちょこっと意地悪に質問したのかもし

れません。なかなか難しくて、うちの１．５倍ぐらいある十和田市で

も、認定しているのは１軒だけなんですよ。それぐらい、やっぱりし

てしまえば、いろんなことでもっとやらなければならなくなる。そ

れなりの対応が強制的になってしまうから、なかなかやれないよう

な事情があるみたいですけれど、難しいと思います、それはまた後

段に譲って。 

 次ですね。この問題はいろいろ、例えば防犯上だとか、衛生上だと

か、いろんな問題での悪弊に対して、国でそれなりのことをしてい

かなければならないんだということで進められているわけですけれ

ど、一面では、地方自治体にとっては収入源、我が町であれば、１２

億円から１３億円の固定資産税の徴収に関するロスというのが非常

にあるわけです。これについては、やっぱり真剣に考えて、それなり

の対策を講じていかなければならないと私は思うんだけれど、以前

いろんな議員も質問しています。私もこれには初めての質問ではな

いです。そのとき、そのロスはいくらぐらいあるんだと聞いたら、驚

くような、「えっ、そんな小さい数字なの？」と私は思ったんだけれ

ど、もう１回、あえてその部分で聞きます。 

 空き家等の土地・建物、未登記物件を含めて、その特定空き家、失

礼しました。空き家等４０３軒の徴収率、本来徴収できるものの金

額的軒数、これは何％ぐらい徴収できていますか。それから、これを

普通に、そうすると自動的に出てくるわけだけれど、普通に徴収し

ていれば、どれぐらいの増収になるんですかというのを私はあえて

聞きたいです。お願いします。 

 

 松林議長  税務課長。 

 

答弁 税務課長 

（久保田優治君） 

 税務課からお答えいたします。 

 空き家等４０３棟に対しての固定資産税をとれる割合なんですけ

ども、リンクしてうちで管理していないので、仮に空き家でなくて

もとれないものもあれば、空き家でも正当にとれているのもあるん

ですけども、それを分けて、空き家だから徴収できていないとかと
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いう割合は、そういう管理の仕方していなくて、申し訳ありません

が、数字がございませんということで、一旦お答えしておきます。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今のは、金銭的に聞きました、金額的なもの。この４０３棟に対し

て、登記名義人、あるいは相続人、その他法律的に、法律上固定資産

税を正当に請求できるものを把握している割合というのは出ないで

しょうね。 

 

 松林議長  ちょっと休憩しますか。通告がないけれども、答弁できますか。 

 税務課長。 

 

答弁 税務課長 

（久保田優治君） 

 先ほどの金銭的なものと同じような答えになるんですけど、リン

クして同じく管理していないもんですから、大変申し訳ないんです

けれども、割合として出せないということでご理解ください。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 議長は通告していないとおっしゃいますが、これはもうその囲み

の中の、私はちょこっと答弁しようとすれば、当然こちらにも触れ

ると。触れて当たり前の部分で、私は聞いていると思います。議長が

そうおっしゃるのであれば、次からはちゃんと気をつけるようにい

たします。 

 今、金額的にも、それから名義等の分においても把握していない。

これは別に久保田課長の責任でも何でもないです。でも、私は課長

の責任ではないけれど、やっぱり町全体が、一番基礎となる部分を

何ら考えていないのではないかと。 

 例えば、今の新しい改正に、以前の一番最初の法律の中で、もう、

そういう情報については、各課横断してバンバン使いなさいよとい

う条項もあります。そういうところを把握していないということに

なると、これはもう一番スタートの分が欠落しているんではないの

かと。この事業をしていく上に、大切な部分がもう欠落し過ぎてい

ると私は思いますが、この辺のところどうですか。副町長、うちの町

のマンパワーで、本当にこれをあなたが正直なところ、どの程度の
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割でやっていける、力いっぱいやっていけるかどうか。本当に難し

い部分もありますよねというところと、今、久保田課長から話が出

たこういう、事業推進していく、対策を推進していく中で、基礎、中

核となる部分が欠落しているんではないかという私の指摘に対し

て、どう思いますか。 

 

 松林議長  副町長。 

 

答弁 副町長 

（小向仁生君） 

 お答えいたします。 

 そもそもの法律、２７年２月から施行されているということで、

その時点で町としての取り組み、それをしっかりとつくっておけば

よかったと思っておりますけども、今法律の一部改正に伴って、管

理不全空き家が追加されてきたということで、今の４０３軒という

戸数にのみならず、それ以上のものが今後出てくるであろうと、調

べれば出てくるであろうと思っております。 

 ただ、調べるに当たっては、先ほど来、やり取りの中であるとお

り、マンパワーが不足しているというのも事実であります。ですか

ら、町とすれば、そのマンパワー不足を補うために、各課、税務課な

りまちづくり防災課なり、それから町民課なり、いろんな課の総合

的な対策を講じる。そういう場を一度設けて、そして進まなければ

いけないんだろうなと思っております。 

 私はこの、法律的なのも読ませていただきました。私が考える当

初の運び、よろしいでしょうか、ちょっとお話しして。多分これは、

都会の空き家対策をどうするかというのが発端ではなかったかな

と。それでもって、再開発をいかに進めていくかということが発端

で、このような法律ができたのかなと感じました。 

 ところが、これを地方に当てはめてみますと、うちの場合でも、確

かに本町地区は特に空き家がどんどんどんどん出てきているという

ことがありますんで、それらを考えると、まんざら都会的なもので

もないなと。逆に、地方の考えるべきことなのかなという思いがし

ております。 

 ですから、この施行に当たっては、先ほど来言っておりますとお

り、各課すぐの応援体制というのを考えてやっていかなければいけ

ないなと。ただし、そういう特別なチームとか課を増設するという
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のは、ちょっとまだ時期尚早だなと思っておりますんで、今後各課

の体制を強化していかざるを得ないのかなと思っております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 ただいまの答弁、副町長がそれなりの認識はしているんだなとい

うことは確認させていただきまして、気持ちを強くしたところです。 

 そもそも都会のために云々という話も出ましたけれど、これにつ

きましては、日本中共通した、都会・田舎にかかわらず、なぜかと言

うと、日本は西欧等の国々には見られない、先進国の中では、日本だ

けの空き家、こういう現象が見られるのは日本だけだと言われてお

ります。 

 その発端となったのが、まず固定資産税の小規模の税制の特例と

か、それから日本人はばんばん土地を共有化する。そして、なおかつ

細分化するということによって、共有者がばらばらになったり、そ

れからやたら細かくするがために、どっちがどう言ったか。例えば、

測量士の人は、土地が、また線が新しくなるとか、そういう、日本だ

けに見られる、諸外国には見られない特徴だということで、それも

また国がこの対策を強化しなければという、一端だと伺っておりま

す。 

 ですから、今言ったような認識で私は結構だと思います。副町長

には、ぜひこの空き家対策、ぜひ浜通り、町営住宅はありません。で

すから、今そういうない中で、政策住宅だとかいろいろ考えてやっ

ているかと思いますけれど、浜通りのやっぱり空き家を町営住宅化

するような、そういう政策打ってもらえないのかなと。あるいは浜

通りの定住化、２００万円くれるとかそういうのもいいんだけれど、

うち１戸ばんとあげますよということに結びつけてもらえないかな

ということでもって、そういう点で、考えていただければなと思い

ます。 

 それでは、２番目に入ります。 

 ２番目は、マスコミはこの改正法が施行になれば、「固定資産税が

６倍になる」などと報じているが、この固定資産税問題に対する我

が町のスタンスはどうなっているか問うということで、まずこの固

定資産税６倍云々と見当外れなことを騒いでいるというマスコミ等
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があるわけですけれど、この辺、町で仕組みとか、こう思っているん

だということで、町の感じ方を解説してもらえればと思います。お

願いします。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

まず、現行の宅地課税状況ですが、地方税法の住宅用地に対する

固定資産税の課税標準の特例により、課税標準額を３分の１に軽減

しております。また、小規模住宅用地の軽減措置というものもあり、

１戸当たり２００平方メートルまで６分の１に軽減されています。 

６月の「空家等対策の推進に関する特別措置法」の一部改正によ

る地方税法の一部改正によりまして、この住宅用地の軽減措置から

「特定空家等の所有者等に対し勧告がされた管理不全空家等及び特

定空家等の敷地の用に供されている土地を除く」ということとされ

ておりまして、今月１３日から施行されます。 

したがいまして、町が空き家等の所有者等に措置の勧告をした場

合は、その敷地には住宅用地として受けていた３分の１ないし最大

６分の１の軽減措置がなくなりますので、逆算すれば当該宅地の固

定資産税が３倍ないし最大６倍となり、住宅の用に供されていない

宅地として課税されるものですが、今回の改正では、管理不全空き

家等への措置が追加されたものであります。 

以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今、町長の答弁のとおり、不動産所有しますと、その位置する自治

体から１月１日の所有者に対して、あらかじめ決められた固定資産

の評価額、その１，０００分の１４が請求されます。２００平方メー

トルの小規模の部分に関しましては、さらに６分の１、それから余

った部分に関して３分の１という、この特例がずっとそれなりに続

いてきましたけれど、建物があれば、この特例が適用されると。 

そこで、特定空き家に認定されない限りは、廃屋であっても建物

は存在し続けるというのが、これまでの常でした。各自治体も、い
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や、それでは駄目なんだから、更地にしても特例を続けるよという

自治体、それが多かったと聞いております。 

 我が町では、これについては認定という、特定空き家等には認定

しないから、そういう問題はもう全然出ないのかもしれないけれど、

確認の意味で聞きます。こういう特例を適用、あるいはそれを剝い

だということが、特例はそれ、みんな適用になっているんだけれど、

この問題に関して、その適用がずれたということはありますか、あ

りませんか。お願いします。 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 特例がずれたというのは、どういう意味。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 特定空き家……、済みません。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 特定空き家壊せば、当然もう小規模宅地の特例が適用されなくな

って、元の６分の１になっていたものが１になって、つまり６倍税

金がアップするわけですけれど、実際の中にはいいよと、建物を壊

しても。それは、特例はそのまま続けるからというところが、むしろ

多かったと私は聞いているんだけれど、我が町では別に特定空き家

には認定はしなかったけれど、そういうこと、実績が仕事上あるか

どうかと。多分なければないで、それでいいんですよ。税務課の答え

なかったんだけど、なければないで。 

 

 松林議長  税務課長。 

 

答弁 税務課長 

（久保田優治君） 

 議員お察しのとおり、私も３年目ですけども、以前のことも考え

ると、多分適用になった例は今まではないのかなと思っています。 

 

 松林議長  １４番。 
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質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 今これ質問したのは、私知りたいことが１つあって、仮にそう自

治体のさじでもって、裁量でもってそういうことができるというの

は、何に由来するんだ、何が根拠なんだという疑問があって、見てい

ったら、この特別措置法の１５条の２に、国及び地方公共団体はと

いうことで、必要な税制上の措置、その他の措置を講ずるものとす

ると。それは、市町村が行う空家等対策計画に基づく空き家等に関

する対策の適切かつ円滑な実施に資するため、必要な税制上の措置、

その他の措置を講ずるものとするとうたってあるんだけれど、これ

はここの根拠になるのかな、どうかなということで、今後の根拠に

なるということであれば、我が町がこの政策を進めていく上での結

構重い部分の根拠法になるんではないかなと私、思うんだけど、い

かがでしょうか。 

 

 松林議長  税務課長。 

 

答弁 税務課長 

（久保田優治君） 

 今の特措法の１５条のところが、次、あさってから２９条となり

まして、間にその分の条が追加されて、管理不全空き家等の対策が、

国レベルで、法律レベルで措置が追加されていくということになる

んですけども、この中で、国及び地方公共団体、市町村が行うものへ

の税制上の措置という部分で、市町村独自では、恐らく税制上の措

置を、横出しにはなるんでしょうけども、講じていくのはなかなか

難しいと。今回のように、国主導でやっぱり法律改正で、地方税法を

改正して、税制の特例措置が外れるとか継続されるとか、そういう

措置が講じられればいくらかはいいんでしょうけども、なかなか市

町村単独レベルでは、そういう税制上の措置は講じないのかなと思

っています。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 私の疑問に対して５０％ぐらいの答弁だと思っているんだけれ

ど、いきなりこれをやって、またすぐパッと１００％いただくとい

うのも無理な話なのかもしれません。自分でも勉強しますんで、久

保田課長よろしくお願いします。 

 大体私の今回聞きたいのが、それなりに終わりましたけれど、１

点だけ町に確かめたいことがあります。それは恐らく２５９から始



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５４－ 

まって、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄまで区分けした中の１１の中の１つに入って

いると思うんだけれど、秋堂地区の私、自分の事務所からここまで

来るたびに、いつもそこの前通るんですよ。本当にもうこの特別措

置法の空き家等と、特定空き家になるよという要件をそのまま具備

したようなものがあります。あそこに対して、秋堂地区の人たちは、

もう１５年ぐらい前から困ったもんだと。今はもうそんな最初子ど

もたちがいろいろ中で何しているかあったんだけど、それさえもも

う汚くてにおいがして、そして光も入らないしと、雑草がバーッと

生えて、子どもさえ寄りつかなくなったというところあります。あ

あいうところは、率先してやっぱり片づけてほしいと思うんだけれ

ど、町では把握していますかね。 

 

 松林議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 秋堂地区ということなので、あの辺かなというのは、空き家だと

いうのは把握しております。ただ、衛生的な部分は聞いておりませ

んで、草が生い茂っているということと、空き家自体が少し老朽化

しているというのは把握しておりましたので、それについては、把

握はしております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 認定等伴うわけではないから、そこに入って調査するということ

について、調査票だとかそういうのを準備したという実績はないか

もしれないけれど、中に入ってみれば、もう畳なんかもボアボア、そ

れから湿気なんかでいろんな、カビとか何とかひどくて、（聞取り不

可）なんかでも崩れて、もうどんなようなことが起こっても不思議

でないと私自身は感じているんだけれど、まず一番大事なのは、あ

れに対して、付近の人たちがどう感じているかということを把握す

る。それが大事だと思うんだけれど、どうですか。こうですかと聞く

よりも、答弁もいらないですし、何とぞあそこを緊急の課題として

捉えて、あそこをすっきりさせていただきたいと、秋堂の人たちと

ともに私も思っていますので、よろしくお願いいたします。 
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 以上、私の質問、これで終了いたします。ありがとうございまし

た。 

 

 松林議長  １４番、これでよろしいですか。 

 

質疑 １４番 

（西館芳信君） 

 ええ。 

 

 松林議長 これで、１４番、西館芳信議員の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩します。１４時３０分まで休憩します。 

 

  （休憩 午後 ２時１２分） 

 

 松林議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

  （再開 午後 ２時３０分） 

 

 松林議長 引き続き、一般質問を行います。 

４席１２番、楢山忠議員の一般質問を許します。 

１２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 １２番、楢山です。議長のお許しを得て、一般質問を行います。１

問１答方式でお願いいたします。 

 もう１つ、議長にお願いがあります。それは、私はタブレットを使

用した質問を行います。万全を尽くしますが、不手際が生じた場合

には、事務局にヘルプをお願いいたしたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 

 松林議長  了解しました。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 よろしいですか。 

 

 松林議長  はい。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 ありがとうございます。 

それでは、質問を行います。 
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新型コロナ禍から抜けて、新たな町の行事もお祭り、生涯学習フ

ェスティバルは終わり、一段落しましたが、目を転じると、ロシア

とウクライナ問題、イスラエルとハマス、パレスチナ問題等紛争が

続いています。速い平和を願うばかりであります。 

さて、冬が足早に近づいてきました。事業には、雪が大敵であり

ます。そのことから、当町の一大事業である新庁舎・病院移転等に

ついて質問いたします。真摯なるご答弁、よろしくお願いいたしま

す。 

それでは、質問事項１として、新庁舎及び病院建設事業について

であります。 

質問の要旨、（１）令和５年度計画の進捗状況を問います。 

 アとして、１０月２０日、第３回臨時会において、新庁舎建設基

本計画等策定事業の経費１,０００万円を繰越明許としましたが、

新庁舎及び病院建設計画の令和５年度進捗状況はどのようになって

いますか。 

スケジュール案では、準備業務決定段階と実施段階の２段階に分

けて実行することになっていますが、今年度も１２月となりました。

３月までにそれらの目標達成は可能ですか。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えする前に、まずもって、楢山議員がおいらせ町議会初めて

のタブレットを使った一般質問ということで、本当に心から感謝申

し上げます。ありがとうございます。 

 それでは、答弁に入ります。４席１２番、楢山忠議員のご質問に

お答えします。 

まず、新庁舎関係の進捗状況です。今年度は基本構想・基本計画

策定を中心に作業を進めており、公募型プロポーザルにより委託業

者を選定するため、９月下旬に公告、１０月下旬にプレゼンテーシ

ョン審査を行い、１１月２０日付で青森市の八洲建築設計事務所と

９１８万５，０００円で契約締結しております。委託期間は来年６

月２８日までで、現在、担当課で委託業者と打合せを密に行いなが

ら作業を進めているところであります。 

なお、今年度スケジュール案における目標達成の関わりですが、

新庁舎建設基本構想基本計画策定業務委託の作業工程を準備業務と
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実施の２つの段階に分けて整理しております。 

準備業務では、仕様書作成やプロポーザル実施など契約行為前の

準備項目を掲げ、１０月末までに終え、続いて実施段階では、受注

業者が委託仕様書に基づき業務を進める段階であり、１１月以降、

取り組んでいるところであります。 

目標達成のめどですが、１０月臨時会の補正予算専決処分でご承

認いただいておりますとおり、本事業に繰越明許費を設定した上で、

委託期間を来年６月２８日までとし、業務を進めておりますので、

年度末を３カ月程度超えて業務完了となる見込みであります。 

次に、新病院関係の進捗状況です。先般、議員全員協議会でご説

明しました公立病院経営強化プラン策定と並行し、昨年度からおい

らせ病院新築移転・基本構想・基本計画策定作業を進めてまいりま

した。 

今年度は、病院内に検討委員会を設置し、病院の病床数や機能に

ついて協議、意見集約を行い、現在引き続き調整を図っている段階

であり、県関係部署との協議相談や町政策会議等への経過報告を行

い、継続して協議することとしております。 

また、附属機関でありますおいらせ病院運営審議会では、本年７

月と８月に県内で建設されました他自治体病院の視察を行ったほ

か、会議では公立病院経営強化プラン案協議に合わせて、策定中の

おいらせ病院移転建設基本構想・基本計画について資料提供を行い、

現段階までの進捗について説明しているところであります。 

以上です。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 次の質問をしようと思っていましたけども、そこまで答えていた

だいたような感じもしますけども、改めてそこを質問しますから、

答弁は受けたつもりでやります。 

分かりました。それでは、６月までには大体のめどがもうつくん

だということなんですね。安心しましたけれども、イとして、中で

も、計画で総合コンサルに依頼となっていますが、新庁舎と病院の

ゾーニング(駐車場や敷地内通路も含みます)の進捗状況はどのよう

になっていますか。先ほど答弁なさったような気がしますけども、

改めてしますか。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５８－ 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、お答えします。重複する部分もありますけども、新たな

項目もありますんでお答えします。 

新庁舎と新病院の配置に関するご質問ですが、先ほど答弁で申し

上げました新庁舎建設基本構想・基本計画策定業務委託の仕様書に、

新庁舎と新病院の配置調整に関する業務を掲げており、現在、受注

業者において作業を進めている段階であります。 

新庁舎と新病院は、イオンモール下田の近接に立地することから、

これらが連携することによる新たなまちづくり形成が期待できるた

め、その観点からも配置計画は大変重要なものとなってきます。 

委託業務の過程の中で、様々な条件や情報等を整理するとともに、

隣接するイオンモール下田の事業運営とも深い関わりがあるため、

協議調整を経ながら、来年３月ころまでに配置計画を判断していき

たいと考えております。 

今後、作業や協議検討の状況を見て、議員の皆様にご説明申し上

げまして、意見交換する場を設ける予定でありますので、その節は

よろしくお願いしたいと思います。 

以上です。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。よく説明をお願いしたいと思います。 

 再質問ですが、先ほどの質問以外に、総合コンサル委託の基本構

想・基本計画案作成には、次の７項目が必要と考えられます。 

 １として現況整理、２として新庁舎と病院建設に必要な敷地の検

討、３として新庁舎の質・面積・構造・設備等の検討、４として新庁

舎外構計画の検討、造成・電気・上下水道・通路・駐車場・車庫等、

５として周辺環境整備の調査検討、道路・雨水排水・公園その他、６

として関係者及び庁内調整、そして７として概算事業費、全体工事

等の項目が考えられますが、これらの項目の進捗状況はどのように

なっていますか。 

ただ、通告外と考えるなら、答弁はよろしいです。後で直接聞きに

行きたいと、そう考えていますのでいかがですか。 
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 松林議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 ７項目ほど質問いただきました。個別については、後ほど直接来

ていただければ、ご説明したいと思いますが、概要だけご説明いた

します。 

 今７項目ほど出ましたが、いずれも現在進めている新庁舎の基本

計画等の策定業務仕様書の中に入ってございます。期間が来年の６

月２８日までになっておりますので、先ほどおっしゃった項目、そ

れぞれ前半にやるべきもの、それから後半にやるべきもの、それぞ

れ分かれておりますので、それぞれの作業内容に応じて整理しなが

ら、現在進めているところであります。 

 町長の答弁にもありましたとおり、１１月の下旬に契約したばか

りで、現在まだ着手して間もない時期でありますので、作業状況を

見ながら、基本計画に盛り込む内容でありますので、議員の皆様に

もご説明したいと思っております。 

 以上です。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。 

 新庁舎・病院建設、これは町の一大事業であります。しっかりとし

たスケジュールと計画で実行し、完成させていただきたいと願うも

のであります。 

 それでは、次の質問です。 

 （２）ですが、新庁舎基本設計業務委託は令和６年度となっていま

すが、先般総務文教常任委員会で、合併し新庁舎を１１月に完成さ

せました山梨県富士川町を視察研修して来ました。注目したのは新

庁舎を環境庁奨励事業のＺＥＢ（ゼブ）、これはネット・ゼロ・エネ

ルギー・ビルの省略とのことで、これを目指して省エネに取り組ん

でいました。この事業は環境庁の補助事業で、将来施設運用経費の

削減になるとのことです。この設備の特徴は自然エネルギーを活用

したシステムであり、１７度から１８度の地下水を利用していまし

たが、新庁舎に採用する考えはありませんか。 
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 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

このたび一般質問で事前に通告していただきましたので、ご質問

にある議会総務文教常任委員会の視察研修先である山梨県富士川町

の新庁舎建設関係資料について、担当課に指示を出し、議会事務局

を通じて頂いたところであります。資料を拝見しましたが、富士川

町は当町と同じく、２町合併により誕生した町で、新庁舎建設に当

たっての主要財源について、合併関連地方債と議員ご質問の環境省

関係補助金を組み合わせており、大変参考になる事例であると思っ

ております。 

ご質問にあります環境省補助金の活用ですが、国で掲げる地球温

暖化対策、脱炭素社会の実現、そして町庁舎整備方針の中に掲げる

理念の１つである「人と環境にやさしい庁舎」に整合しますし、財

源調達の観点から有用かつ適切な手法でありますので、可能であれ

ば積極的に活用したいと考えております。 

なお、具体的には今後の基本計画や基本設計業務の中で、対象と

するエネルギーの調査研究を含めて検討していく事項になることを

申し添えておきます。 

以上です。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。検討してみてください。 

 それでは、次の質問（３）ですが、当町は令和１２年に完成し、業

務移転となります。それに向かって計画は実行されるとは考えます

が、完成までに７年の歳月がかかります。財源として合併特例債が

使用されると考えることから次のことを問います。 

 アとして、令和１２年完成時までに、財源として特例債からいく

らぐらい補塡する考えですか。また、そのときの特例債の残高はい

くらぐらいと考えていますか。 

 

 松林議長  町長。 
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答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

庁舎整備事業は現時点の概算で、今後、約４８億円程度を要する

と試算しておりますが、主要財源として合併特例債を３１億９，０

００万円、起債可能額の全額を活用する計画としております。 

以上です。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。 

 ところで、もう一度再質問ですが、特例債の町の償還、返済額の負

担分は何％で、何十年の償還ですか。また、仮に２７億円の償還とす

ると、毎年いくらぐらいの金額の償還となりますか。 

 

 松林議長  財政管財課長。 

 

答弁 財政管財課長 

（岡本啓一君） 

 お答えします。 

 合併特例債の償還に係る交付税措置というのがありますが、そち

らが７０％ですので、償還に係る町負担は差し引きで３０％となり

ます。仮に２７億円とのご質問でございますが、財政計画では、先ほ

ど町長が述べましたように３１億９，０００万円としてありますの

で、そちらで答弁させていただきたいと思います。 

 なお、償還期間は２５年間と想定してあります。３１億９，０００

万円、償還期間２５年間ですと、毎年１億３，０００万円の償還とな

ります。その７０％、約９，０００万円が交付税措置、つまり歳入の

地方交付税に毎年加算される仕組みになっています。その場合の差

し引き、実質町負担は償還額の約３割でおよそ４，０００万円と試

算しております。 

 以上で答弁終わります。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。３１億円ということでありまして、ちなみに、研修

先の富士川町では合併推進債というものを使っているようで、２７

億７，０００円を使用したようですが、その条件は償還負担分５

０％、償還年数は３０年となっていました。したがって、１年の負担
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額は平均４，６００万円とのことでした。それに比べると、当町はす

ばらしい財源を持っているということになるだろうと思います。 

 そこで、イになりますけども、特例債以外の財源活用はどのよう

に考えていますか。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

合併特例債以外の財源としては、合併特例債同様の手厚い交付税

措置がなされる地方債の緊急防災・減災事業債に加え、これまで積

み増ししてきました公共施設整備基金を活用することで、基本的に

一般財源を充当しない計画を持っております。 

以上です。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。自主財源は使わないということで、いろいろ４１

億円を財源として使うということになると３１億円、あとの１０億

円を何らかの形で調達しなければならないということであろうと思

います。 

 そこで次になりますけども、用地の買収、発掘調査等での予期し

ない事態が発生した場合を考え、また今国主導事業であります大阪・

関西万博での国財源負担の増額及び完成、開催時期の不安定さを考

えますと、当町の財源であります合併特例債が心配でなりません。 

 そこで、次の質問をいたします。 

 ウとして、合併特例債の活用期限は令和１２年と聞いていますが、

その期限延期の理由として、東日本大震災によるとも聞いています。

それならば新型コロナ禍も大震災に匹敵する災害と考えられます

が、事業の安全策として２年ぐらいの期限延長を関係官庁にお願い

する考えはありませんか。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

令和１２年度までという合併特例債の活用期限や資材不足など予
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期せぬ遅延が発生した場合を考慮し、令和９年度に予定している本

体工事までに合併特例債の起債可能額を全て活用することとしてお

りますので、期限延長を関係省庁に陳情する必要はないものと考え

ております。 

以上です。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。であれば安心ですけども、十分計画の遅れのない

ように、また財源のオーバーしないようなそれをしっかりとやって

いただきたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 質問事項２、お祭りの事故防止についてであります。 

 質問の要旨（１）ですが、祭りの山車が横転し、１人死亡の事故

報道がありましたが、当町祭り山車の中にブレーキの不具合を訴え

ている山車組がいます。そこで次のことを問います。 

アとして、下田まつりに参加している山車組の台車は製作から１

５年位経ち、ブレーキに不具合を生じ、オーバーホールが必要です

が、財源が無く実施できない状況にあると聞きますが、調査の上、補

助金を検討する考えはありませんか。 

 

 松林議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 今の答弁に入ります前に、楢山議員ご指摘、そしてまたご心配し

ております庁舎建設事業費、概算で４８億円となっております。１

億円でも２億円でも減らすように努力して、経済的に値切ったから、

あるいは安くしたから悪いんでなく、いいものを安く建てるように

努力しますんで、期待してくださればと思っております。 

それでは、山車につきまして、答弁いたします。 

下田まつりや百石まつりに参加する各山車組には、山車の適正な

維持管理を含めて、安全対策をお願いしているところであります。 

その費用ですが、各山車組ともに通常の経費の他に、不測の事態

に備えての積立金や繰越金等において対応していると伺っておりま

す。 

町といたしましても、今年度の下田まつり参加に際し、観光物産
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協会を通じて、各山車組には２３万円の奨励金等の助成をしている

ところであります。この助成は来年度以降も継続して行う予定とし

ておりますので、それらを活用することで対策を講じていただきた

いと考えております。 

以上です。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 補助金をあげているということなんですが、それでもなおかつ、

それが間に合わないということで、どうしたらいいんだろうと。そ

ういう緊急的な話であります。 

普通山車組の皆さんは、町内から寄附集めをしたりなんかしてや

っているわけなんですけども、例えば我が町内では、コミュニティ

センターをつくったりなんかしても、町内の皆さんからは寄附を集

めすぎるくらい集めてしまって、新たに集めるということが困難だ

ということで、何とかこれならないのかということの話も出ていま

す。現にイオンの秋祭りに、それが原因で参加できなくもなってい

ます。そして、どうしてもこれは、整備はしなければならないんだけ

どもということなんで、もう一度、各山車組の町内のそれを調査、聞

いて、それでどうなっているかというのを把握してみていただけま

すか。その上で、逆に教えてあげるんであれば教えてあげる。そうい

う状態になっているんだったら、仕方ないねというんであれば予算

化するとか、そういうことでやっていただきたいと思います。 

分かりました。まずそれをよろしくお願いしておきます。 

 

 松林議長  今、質問でしょう。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 いや、質問はないです。「お願いしておきたいと思います」で、個

人的なそれで今話ししました。答弁は要りません。 

 

 松林議長  答弁は要らないそうです。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 答弁書するところでしたか。いや、いいです。続けます。調べてく

ださい。 

 それでは、もう最後の質問となります。 
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 質問事項３、ラーケーションの導入についてであります。 

 （１）愛知県で「休み方改革プロジェクト」の一環として、小・中

学校、高校生が登校しなくても欠席としない「ラーケーションの日」

の制度を導入し、サイトで公開した旨の新聞報道がありました。土

日勤務日の保護者が、平日に子どもと一緒に活動できるようにする

ことをあげています。年間の活用回数は２回を上限としているよう

であります。おいらせ町にもイオンを初め、多種多様の商業施設が

あり、町民保護者が勤務しています。「幸福度東北１位」となりまし

た。もっとよりよい子育ての環境づくりをするために、他市町村に

先がけて検討する考えはありませんか。 

 

 松林議長  教育長。 

 

答弁 教育長 

（松林義一君） 

 お答えいたします。 

小・中学校では１学級３３人または３５人の学級編成で一斉授業

を行っております。これを導入しますと、児童・生徒が不定期に欠

席することになり、学校へ負担をかけることとなることから、現時

点では考えておりません。 

以上であります。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 それはそれとして、だけども、愛知県の話になりますけども、これ

はすばらしいやり方だということで取り入れていこうということに

もなっているんで、少しは研究してみていただきたい。その上で、そ

の割ではないというんであれば、これは仕方ないことだと思うんで

すけども、いかがですか。 

 

 松林議長  教育長。 

 

答弁 教育長 

（松林義一君） 

 もちろんこういう学校に関係する情報が入ったら、その都度いろ

いろ情報交換をしながら、検討・研究を重ねていくことは基本的に

大事かなと思っております。 
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 愛知県の情報を見ると、休んで授業を受けなかった学習内容につ

いては、休んだ子ども本人と休ませた保護者が責任を持って自分で

勉強することとなっております。 

 ところがそれを、例えば今日月曜日休んで、火曜日出てきたとき

に、月曜日の算数の授業は、月曜日のことを基本に、今度は土台とし

て火曜日に勉強するわけです。でも、個人の学習に任せていると、そ

れが追いつかない状況がすぐ想定されますので、もちろん検討、い

ろんなもの、教育関係の様々な情報については、検討はしていくこ

とは当たり前だと思っていますが、なかなか難しいかなということ

は、今そういうことでお答えしましたので、引き続き検討はしてい

きますけれども。 

 

 松林議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。ちょっと話がずれるかもしれませんけども、子ど

もたちに、自主的に子どもたちがいろいろ話し合いをして、教育の

やり方なり学びを進めていこうというのが、今すごく人気が出てき

ている。外国でもそれを、日本のやり方を、まねをしたいということ

で、特にエジプトではそれを徹底的に取り入れて、子ども主体の勉

強の仕方をやるんだということをやっているようでもあります。い

ろいろやり方があると思いますが、要は子どもたちが立派に成長し

てもらえれば、これはそれに越したことはないのでやっていただき、

教育長の意思を曲げないでやっていただきたいと、そのように思い

ます。 

 以上で、私の質問は終わりますけれども、真摯なるご答弁、誠にあ

りがとうございました。また、議長のご配慮によって、滞りなくタブ

レットは使いこなし、読み上げました。ありがとうございました。終

わります。 

 

 松林議長  これで、１２番、楢山忠議員の一般質問を終わります。 

 

日程終了の告

知 

松林議長  これで、本日の日程は、全て終了いたしました。 

以上で、本日の会議を閉じます。 
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次回日程の報

告 

松林議長  明日、１２日は、午前１０時から本会議を開き、引き続き一般質

問及び議案審議を行います。 

 

散会宣告 松林議長  本日は、これで散会いたします。大変ご苦労さんでございました。 

 

  （散会時刻 午後 ３時０５分） 

 

 事務局長 

（佐々木拓仁君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 
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